
3。 ま と め  今回の調査では、中世から近世、近代に至る遺構、遺物が確認された。

第 2遺構面で発見された礎石建物については、幕末頃の兵庫を描いた画集『兵庫古今』

(若林秀岳画)中の「七ノ宮社」に、社殿の東隣に宝珠を棟に載せた2× 3間程度の仏殿

らしい建物が描かれており、これがその建物にあたるのではないかと推定される。

また、元禄年間に作成された兵庫津絵図を見ると、七宮大明神と添書された社殿の横に

真言宗神宮寺と書かれた建物が描かれている。ほぼその時期に該当する第 5遺構面では、

土堤状に上を積み上げて、土留めを造り、砂を盛っている。これは、平坦面を造るための

造作であるが、それがどのように利用されたかは今回の調査では明らかにし得なかった。

そのため元禄期の神宮寺については、当調査地内に存在した可能性を示唆するに止めたい。

第 7遺構面では、13世紀後半から16世紀頃のピット、土坑等を検出したが、湧水のため

精査・図化等が困難であった。周辺の調査でも海抜-30cm前後レベルで当該時期の遺構・

遺物を確認している。何故このような低いレベルで検出されるかについては、今後充分検

討する必要があるが、想定し得るものとして、当時から現在に至る海水準の上昇や地震等

の地殻変動による海岸部分の沈降現象などが挙げられる。

一

0                        10m

fig.119 第 5遺構面平面図
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1.は じめに

fig,120

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

第 1遺構面

溝

第 2遺構面

畦畔

第 3遺構面

溝

第 4遺構面
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15.兵庫津遺跡 第22次調査

第 22次調査

兵庫津遺跡は、神戸市中央部の海岸部に位置する平安時代から江戸時代にかけての複合

遺跡である。

これまでの調査では、中世から近世 。近代の町割りと町家に関する遺構を確認しており、

多くの成果を納めている。
.4.1,半

中

学

校

調査前は、今回の調査地の南西で実施した第 1次調査と同様に、弥生時代の河道などが

検出されることが予想された。

黄色細砂上面で検出した遺構面である。溝13条を検出した。時期は、室町時代末期頃の

ものと考えられる。

幅20～ 40cmで、探さは30cm前後のものが中心である。方向はN41° Eを中心として、一

定の方向に並んで掘削されており、鋤溝と考えられる。

黄色細砂層を掘り下げた段階で、下層の灰褐色砂混シルト上面で検出した。

水田畦畔を検出した。畦畔の方向は基本的に第 1遺構面で検出した鋤溝の方向とほとん

ど違いは認められない。遺物から判断して、15世紀代のものと考えられる。

灰褐色砂混シルト層を掘り下げた段階で、下層の暗黒褐色シルト上面で検出した。

清10条を検出した。時期としては、14世紀後半代のものと考えられる。

幅20～ 40cmで、探さは10cm前後のものが中心である。方向はN40° Eを中心として、一

定の方向に並んで掘削されており、鋤溝と考えられる。

暗黒褐色シルト層を掘り下げた段階で、下層の灰褐色細砂上面で検出した。

溝 2条のほか、湿地伏の落ち込みも検出した。時期は、14世紀前半代と考えられる。

幅10～ 50cmで、深さは10cm前後のものが中心である。方向はN40° Eを中心とする。耕

作痕跡と考えられるが、湿地状の窪みが周辺に残るような状況であったと考えられる。

弩
埓
燭

―-93-―



3。 ま と め  今回の調査では、水田関連の遺構を検出した。これらの方向性はN40° Eを中心として

存在しており、この方位は明治時代の地図にみられる条坊とほぼ一致している。第 4遺構

面で検出した鋤溝の存在から、これらの方向性は14世紀前半代までは遡る可能性がある。

ただし、当調査地は下層の河道から弥生時代前期の遺物が出土していることから、周辺

が陸地であったとみられるが、周辺はかなりの間、湿地であったと考えられており、周辺

の方向性に合わせて新たに開発された可能性が高いものと考えられる。

第 2遺構面

第 4遺構面

0                    10m
|

第 1遺構面

第 3遺構面

fig。 121 第 1～ 4遺構面平面図
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16.三川口遺跡

三川口遺跡は、中世以来港町として栄えてきた、兵庫津遺跡の北側に隣接する遺跡であ

る。今回の調査地については、平成10年度に実施した試掘調査において遺構 。遺物を確認

したことから、発掘調査を実施することとなった。

調査は、残土搬出の都合により、 2分割して実施した。東半分を I区、西半分をⅡ区と

呼称する。

現地表面以下の土層は、上層より、①盛土、②戦災に伴う焼土、③旧表土、④黄灰色砂

(洪水砂)、 ⑤暗黒褐色シルトとなっている。

調査の結果、 3面の遺構面を確認した。

②層を除去した段階で検出した遺構面である。戦災に伴う焼土層直下で検出しているこ

とから、戦災直前の時期の遺構と考えられる。

検出した遺構は、当時の町割を示すもので、側溝を伴う道路遺構などである。

石組の溝で、その底部に煉瓦を敷き並べている。道路を挟んだ反対側は側溝の底を示す

煉瓦列のみ検出できた。これらの側溝から復元される道路の幅は3mである。

側溝とは別に、側溝に直交する煉瓦列を検出している。溝の底を示すものなのか、塀あ

るいは建物の基礎の一部を示すものなのかは明確にできない。

1.は じめに

fig。 122

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

第 1遺構面

検出遺構

側溝
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fig。 123

第 1遺構面平面図

第 2遺構面

検出遺構

fig。 124

第 2遺構面平面図

/   碇 /
Om

③層の旧表土層を掘り下げて検出した遺構面である。検出した遺構は、鋤溝と畠の畝立

てに伴う溝である。畝立てに伴う清は、約 1.2～ 1.4mの間隔で検出されており、鋤溝を切

る。よって当地では水田から畠地に転作されたものと考えられる。

鋤溝・畝溝に伴う土器は、近世後半以降の陶磁器であり、遺構の時期も近世後半以降と

考えられる。ただし、鋤溝と畝溝の時期差は明確ではない。
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16.三川口遺跡

④層の洪水砂を掘り下げて検出した遺構面である。調査地の東側では畠と水田を、西側

では旧河道を検出している。

東側の肩部のみを検出した。この肩部の方向から、ほぼ東西方向に流れていたものと考

えられる。検出面からの深さは約70～80cmを 測る。決水によリー気に埋没している。決水

砂からは、近世前半の備前焼、唐津焼、伊万里焼、瓦片等がわずかに出上している。これ

らの出土遺物から、この河道は近世前半に埋没したものと考えられる。

fig 125

第 2遺構面全景

第 3遺構面

旧河道

fi9 126

第 3遺構面平面図
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fi9 127

第 3遺構面全景

畠・水田  畠と水田であるが、上記の旧河道を埋没させたものと同じ洪水砂によって覆われていた。

そして、第 3遺構面の基盤層となる⑤層は水田土壌層であり、上面において人間の足跡と

稲株の可能性のある生痕化石を確認している。この水田土壌層の一部 (北東部)に並行す

る溝を掘り畠地化している一方で、南東部を約30cm掘 り込み南北方向の畦畔を造り水田化

している。しかし、水田面においては足跡は確認できたが、稲株痕は確認できなかった。

また、水田面は水平とはなっておらず、起伏が顕著である。

3。 ま と め  調査の結果、 3面の遺構面を検出したが、当地は近世以降の遺跡であることが明らかと

なった。このなかで、第 3以降面で検出した水田と畠が注目される。同じ決水砂に覆われ

ていることから、畠と水田は同時期に存在したものと考えられ、中世以降関東地方を中心

に多く見つかっている掘込田の一例ではないかと考えられる。しかも、①水田土壌に畝溝

を掘り畝立てしていること、②畝立てした付近の水田土壌層上面に足跡が多く認められる

こと、③畝部分の土が十分土壌化していないこと、④掘込田の水田面の起伏があまり土壌

化していないことなどから判断して、水田であった一部を畝立して畠地化する一方で、一

部を低く掘り下げて水田化しようとしたものと考えられる。そして、まさにその作業段階

で決水の被害にあったものと考えられる。

このほか、調査の過程で旧河道を掘削した結果、第 3遺構面以下の土壌層を確認するこ

とができた。これによると、当地の近世以前の立地は、当地の南側で南北方向に延びる砂

堆の後背湿地であったと考えられる。このことから、以下のように地形環境の変化とそれ

に対応した土地利用の変化を捉えることが可能となった。

まず、上記の後背湿地が完全に埋没しきらない近世前半の段階においては、水田として

土地利用がなされていた (第 3遺構面)。 その後、後背湿地をほぼ埋没せしめた洪水砂

(④層)に よって、水田から畠作への転換が図られている (第 2遺構面)。 その後市街地化

されていった (第 1面 )。 ただし、この時期については、明治20年陸軍測量局測図の 1/
20,000地形図をみると、当地は市街地化された範囲の縁辺部に位置し、当地において第 1

遺構面で検出されたような町並みとなったのはこの時期以降ではないかと考えられる。

-98-一



17.兵庫松本遺跡 第 2次 -1・ 2調査

第 2次 -1・ 2調査

1.は じめに   兵庫松本遺跡は、平成 8年度に松本地区土地区画整理事業に伴う試掘調査で発見された

遺跡である。

兵庫松本遺跡は、現在のところ、兵庫区松本通 2丁目を中心とした南北約 0.lkm、 東西

約0.lkmの 範囲に分布していると考えられる。

第 1次調査では、弥生時代前期頃の自然流路、弥生時代後期後半から古墳時代前期前半

頃の竪穴住居・掘立柱建物・土坑・ 自然流路、鎌倉時代後半頃の耕作痕等を検出している。

今回、松本地区土地区画整理事業地内において 2回にわたる調査を実施した。
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fig.128

調査地位置図

1 :2′ 500

fig,129

調査区位置図
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fig.130 第 2次-1調査 1区落ち込み 1 fig.131 第 2次 -1調査 2区全景

2.調査の概要  松本地区土地区画整理事業に伴って、擁壁工事による工事影響部分 (1区 )、 松本28-

2次-1  2号 線道路部分 (2区)の調査を実施した。

基本層序   1区 基本層序は、上層から、現代盛土、旧表土、暗灰色砂質土 (旧耕土)、 暗黄灰褐色

粘質土 (旧床土)、 黄灰褐色砂礫土、茶灰色シルト、茶褐色シルト、暗茶灰色シル トとな

り、現地表下0.6m～1.om(標高22.Om～ 22.3m)で、遺物包含層である暗茶褐色シルト

に至る。その下層の淡褐色砂礫土上面が遺構面となっている。

2区では、上層から、現代盛土、旧表土、暗灰色砂質土 (旧耕土)、 暗黄灰褐色粘質土

(旧床土)、 暗茶灰色シルト、淡褐色礫土となっている。

淡褐色砂礫土上面は、第 1次調査時の第 2遺構面に相当しており、第 1次調査で検出さ

れた第 1遺構面については、近現代の建物等の攪乱による削平のため、遺構面の遺存状況

も悪く、遺構も確認されなかった。

1 区    1区 では、弥生時代後期から古墳時代前期頃の落ち込み1ケ所を検出した。

落ち込み  調査区外に延びているため全体の規模は不明であるが、東西2.4m以上、南北2.4m姓
深さ20～30cmを 測る。弥生時代後期から古墳時代前期頃の土器が少量出土した。

遺構面調査完了後、 1区南側で工事影響深度である現地表下-1.5m(標高約7.60m)

まで断ち割り調査を実施した。その結果遺構は検出されず、遺物は少量出上したが、流入

によるものと考えられる。

2 区    調査区の大半が、自然流路内にあたっている。

S R01   調査区北側から約7.0～8.5mで流路の北肩部を検出した。調査区内で南側の肩部を検出

していないため、全体の規模は不明である。調査区内での規模は、幅15.0～ 16.5m、 深さ

0.4～ 1.2mを測る。

このS R01は、第 1次調査検出のS R01と 同一の流路と考えられる。

調査区の幅が狭いため、第 1次調査で確認した弥生時代前期の遺物包含層の深度までは

掘削を行わず、現地表下2.5m(標高約2.90m)ま で掘削を実施した。

北肩部周辺より、弥生時代後期から古墳時代前期頃の上器が多量に出土している。
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17.兵庫松本遺跡 第2次 -1・ 2調査

2次-2   基本層序は、上層から、現代盛土、旧表土、暗灰色砂質土 (旧耕土)、 暗黄灰褐色粘質

土 (旧床土)、 黄灰褐色砂礫土、茶灰色シルト、茶褐色シルト、暗茶灰色シルトとなり、

現地表下0.6～ 1.Om(標高22.0～ 22.3m)で、遺物包含層である暗茶褐色シルトに至る。

暗茶褐色シルトの下層の淡褐色砂礫土上面が遺構面となっている。

調査区南側では、上層から、暗灰色砂質土 (耕土)、 暗黄灰褐色粘質土 (床土)、 暗茶

灰色シルト、淡褐色砂礫土となっている。

弥生時代後期から古墳時代前期頃の土坑 1基、自然流路 1条を検出した。

第 1次調査で検出された第 1遺構面は、近現代の建物等の攪乱により削平されており、

遺構面の遺存状況も悪く、また、遺構も確認されなかった。

長径1.Om×短径0,9m、 深さ50～ 70clllを測る、平面形が楕円形の上坑である。

北東から南西方向に流れる自然流路で、調査区内での規模は、幅9.5～ 10.5m、 深さ0.4

m～0.6m以上を測る。これは、第 1次調査区及び第 2-1次調査の 1区・ 2区で検出さ

れた自然流路 (S R01)に続くものと考えられる。今回は、工事影響深度が、現地表下

2.Om(標高約8.00m)であるため、第 1次調査で確認された弥生時代前期の遺物包含層

までは到達しなかった。

北肩部周辺より、弥生時代後期から古墳時代前期頃の上器が多量に出土している。

これまでの成果より、S R01は、全長35.Om以上、幅8.Om～15,Om以上、深さ0.5m～

1.Om以上と推定される。

3。 ま と め  今回の調査は、第 1次調査区の隣接地であったため、第 1次調査と同時期の遺構が検出

された。

出土遺物の整理が未了であるため、検出遺構の詳細な時期については、明確でないが、

第 1次調査時と同様、概ね弥生時代後期から古墳時代前期頃 (3世紀末から41野己初頭Q

に属するものであると考えられる。

今後、出土遺物の整理が進むにつれ、詳細が判明していくであろう。

S X01

S R01

fig。 132 第 2次 -2調査区全景 fig.133 第 2次 -2調査区S R01断面
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fig,134 第 2次 -1・ 2調査区平面図
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18.塚本遺跡 第3次調査

第 3次調査

塚本遺跡は旧湊川右岸の沖積地、」R兵庫駅の北付近に位置する。

平成 4年に遺跡の存在が確認され、これまでに2回の発掘調査を実施しており、①近世

から近代 (耕作地)、 ②平安時代末 (上坑群)、 ③弥生時代前期から中期 (溝・土坑)と

3面の遺構面を確認している。

1. はじめに

fig.135

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

第 1遺構面

検出遺構

S D01

‥
今回の調査は、集合住宅建設に先立ち、工事の影響を受ける約50だ について、工事影響

深度まで実施したものである。調査の結果、 3面の遺構面とそれぞれに対応する遺物包含

層を確認した。

1988年の阪神大水害時によって埋没した畠層の下層で、現地表面 (工事GL)下 約 1,0

mで第 1遺構面 (3a層上面)、 同約1.2mで第 2遺構面 (4a層上面)、 同約 1.3mで第 3

遺構面 (5a層下面)が確認された。工事影響深度に達したため、これ以下については面

的な調査を行っていないが、一部について地表面下約1,7mま で断ち割り調査を行った。

この結果、第 4遺構面以下約1,7mま では砂と土壌化した砂混じりのシル トの互層となっ

ていて、遺物等の出土はみられなかった。

2b層は洪水の泥水が堆積した土層で、これに覆われる江戸時代の耕作地が検出された。

確認した遺構は畝および水路である。

幅約 2m、 深さ約60clllを測る水路である。右岸には杭列が打たれているが、左岸にはみ

られない。杭は径 5～ 7 cmの 丸杭で、70～ 90cmほ ど打ち込まれている。多量の陶磁器類・

瓦類・木製品が出上している。
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fig.136 S D01                       fig。 137 粘土採掘坑

第 2遺構面  4a層上面で確認された遺構面である。偶蹄目=牛の足跡が少数検出されたに止まり、

顕著な遺構は確認されなかった。

第 3遺構面  5a層上面ないし下面で確認した遺構面である。粘土採掘坑と考えられる土坑、不整形

検出遺構  の落ち込み、小土坑等を検出した。 5a層ならびに遺構から出土する遺物は小片のみで、

時期的な判断は困難であるが、平安時代末頃のものである可能性が高い。

粘土採掘坑 S K15・ 16・ 19020等 は径 2m程度の不整形な土坑で、互いに接するような位置関係に

ある。これらは黒色粘土の6a層および明緑灰色粘土の 6b層を掘り込むが、その下の砂

層に達する直上で底面となる。埋土は埋め戻されたことが明瞭で、 5a層の土に6a・ 6b

層のプロックが 5%程度混じる。このような状況から、以上の土坑は6b層の粘土を採掘

するための、いわゆる粘土採掘坑であると判断される。S X01な ども同様の遺構であろう。

fig。 138

第 1遺構面平面図
0                    5m
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18.塚 本遺跡 第 3次調査

3.ま  と め  今回の調査では、工事影響範囲内で 3面の遺構面を確認した。沖積地という性格上、洪

水砂によって哉然と区分できる遺構面が多数確認される可能性が考えられたが、それを実

証する結果となった。

確認した遺構では、第 3遺構面の粘土採掘坑が注目される。塚本遺跡は今回が 3回 目の

調査であり、遺跡の性格等も明らかでない点が多いが、周辺の調査が進めば、ここで採掘

した粘上で何を生産していたのか解明される可能性がある。第 2次調査では同じ平安時代

末頃の馬の埋葬土坑など興味深い遺構も確認しており、これらの性格を明確にする情報を

得るためにも、今後の調査の成果が期待される。

fig.139

第 3遺構面平面図

fig.140

調査区西壁断面図
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19.上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

跡 第 32次 -1・ 2調査

上沢遺跡は、六甲山系の会下山丘陵の南西に形成された扇状地上に立地している。震災

以降、個人住宅建設や山手幹線拡幅工事に伴う調査が増加し、遺跡の様相が明らかになり

つつある。これまでに実施した約30回 に及ぶ既往の調査において、縄文時代晩期から中世

に至る遺構が検出されているが、各時代によって集落の中心を変えていると思われる。近

年の調査では、重圏文軒丸瓦や銅製帯金具等が出土し、奈良時代から平安時代の建物跡が

多数検出されるなど、官衡などの公的施設の存在が窺われており、遺跡の性格についても

変革期がある。

今回の調査は山手幹線拡幅工事に伴って実施したもので、第 9次調査地の東隣に位置す

る幅8m、 長さ67mの部分 (第32次-1調査)と第 9次調査地の南側の歩道部分 (第32次

-2調査)の調査である。

以下、その概要である。

1.は じめに

∀

fig。 142

調査地位置図

1 :2′ 500
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第 32次 -1調査

1。 調査の概要  今回の調査では、 2面の遺構面を検出した。

基本層序   基本層序は、盛土、旧耕土の下層に、飛鳥時代から奈良時代の遺物包含層が調査地の東

端と西半分に存在し、この下層が第 1遺構面 (弥生時代終末期から古墳時代前期及び古墳

時代後期の遺物包含層上面)である。ただし、弥生時代終末期から古墳時代前期の遺物包

含層は、調査地の東半部にあたる4～ 7区東端までに存在しており、以西では遺物の出土

もなかった。第 1遺構面基盤層 (遺物包含層)の下層が第 2遺構面となる。

調査は、実施可能な範囲から順次調査を開始したため、便宜的に1～ 14区の小調査区を

設定して実施した。

第 1遺構面  掘立柱建物 6棟、流路 2条、溝27条、小穴あるいは柱穴98基、水田、井戸 1基 (鎌倉時

代)を検出した。

検出遺構   検出した遺構の時期は、井戸を除き概ね古墳時代後期終末から奈良時代のものと考えら

れる。検出面の標高は、最も東端の4区では、T.P.8.2mで、西端の14区ではT.P.7.15m

と概ね東から西への緩やかな傾斜となっている。

掘立柱建物  検出した7棟の掘立柱建物は、棟方位によって、真北を基準に10～13度西へ振るS B01

～06と 、31度西へ振るS B07に分けることができる。それぞれの建物の規模や構造の概要

は、以下のとおりである。

飛鳥時代掘立柱建物の概要

遺構名 桁行×梁間
規模 [桁行・梁間]

(柱穴間距離)
構造 棟方位 備 考

S B01 2間以上× 1間以上 3.4m× 2.5m以上

(1.7m・ 1.5m)
側柱 N10° W S B02と 同様に柱の抜取 りの痕跡

が認められた。

S B02 3間 ×2間 4.Om× 3.Om
(約 lm・ 1.5m)

側柱 N10° W 第 9次調査調査検出のS B02の 一
部。柱抜取り痕検出。

S B03 2間 ×2間 3.Om× 3.Om
(1.5m・ 1.5m)

総柱 N10° W 北東隅の柱穴掘形の中位より鉄製
品が出土。柱抜取り痕検出。

S B04 1間以上 × 1間以上 3.Om× 3.Om以上

(1.7m・ 1.7m)
不明 N10° W 木製の礎板が存在 していた可能性

がある。

S B05 4間分の検出 8.4m以上

(2.lm)
不 明 N13° W

(】ヒヨF)
第26次調査においては北へ続 く柱
穴は、検出されていない。

S B06 6間分の検出 北半部 1.8～ 2.lm
南半部で1.8m

不明 Nll° W
(北半 )

柵の可能性がある。地形に沿 うた
めか、南半は西へ若干振る。

S B01 002 S B01002で 検出した柱穴は、一辺70cm前後、深さ60cmの方形の掘形のもので、埋土及

び柱の沈み込みの痕跡の観察から、径18cmの柱が建てられていたことが窺える。柱穴掘形

の埋土は、粘質土と砂質上を交互につき固めていた (版築)。 柱痕跡内の埋土は軟弱で、

上位が広がっており、建物廃絶に伴い柱材を抜き取った可能性がある。

S B03   北面の柱列の中央の柱穴と建物中央の束柱の間に溝が取りつくが、西面の柱列の様に、

柱穴の一角を破壊して、溝状の掘削痕が取り付いている。掘削痕は柱痕跡側面及び底面に

達している。掘削痕の埋土は、版築によって固く締まった柱穴掘形埋土に比して軟弱で、

ある。以上から柱穴に取り付く溝状の掘削痕は、柱を抜き取り痕跡である可能性が高い。
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fig。 143 調査区平面図・ S B01・ 03平・ 断面図

S B07 1区の西端で検出された。南北 1間以上、東西 2間以上の建物で大半が調査区外に位置

している。調査区の北に隣接する第26次調査地において、同建物の一部が検出されている。

柱穴からの出土遺物は、ほとんどなく、詳細な時期は明らかにできなかったが、第 9・

26次調査の成果から、奈良時代の建物である可能性が高い。

検出された溝27条のうち、 5条についてはその堆積状況や形状、規模などから建物や集

落の排水、建物を画する溝などと考えられる。

他の溝の大半は細く、断面U字形の浅い溝で、溝底は凹凸が激しい。溝底に「 U」 字形

の農耕具と考えられる痕跡が顕著に残る溝も存在することから、耕作痕跡と考えられる。

9区で検出した。第 9次調査で大壁造り建物S B05の 壁立ち部の囲み溝として検出され

た溝と同一の遺構である。埋上の状況から、一時的な滞水や、緩やかな水流があったこと

が窺え、大壁造り建物の囲み溝とは考えがたく、掘立柱建物を画する溝、あるいは排水機

能の溝と考えられる。輔の羽口や鉄洋、固く焼き締まった粘土などが出上している。 7世

紀前半頃の遺構と考えられる。

2区及び12区検出の幅2.lm、 深さ0.8m、 溝の断面はU字あるいはV字形で、溝底は部

分的に凹凸がある。埋土は、シルト混じりの砂が主体であり、溝底や側面に激しい水流に

よるものと思われる快れがあり、集落内の雨水等の排水に機能した溝と考えられる。埋土

からは、 7世紀前半頃と考えられる須恵器郭蓋や平瓶等が出土している。

溝・ 小溝

S D10

〃
　
　
　
嗣

◇ヘ

擁Ｎ卓
窃

S D25
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水田

第 2遺構面

谷地形

滑石製品

3。 ま と め

2区と3区間に小さな谷地が存在し、 1筆の幅約 7m(東西幅)の水田を2筆検出した。

植物珪酸体分析においてもイネ属の植物珪酸体が検出され、稲作が行なわれていたことが

指摘されている。

出土遺物から、水田の時期は6世紀末葉から7世紀前半には造られ、 7世紀前半から中

頃には埋没したと考えられる。

2・ 3区で谷地 (湿地)を検出したのみで、人為的な遺構は検出されなかった。谷地や

遺物包含層からの土器の出土も少ないことなどからも、今回の調査地は、集落 (居住域)

の末端 (南あるいは南西端)であったことが窺える。

弥生時代後期終末から古墳時代前期初頭の遺構は、 4区で土坑や溝、 7区の一部で落ち

込みが出土したのみであり、以西では遺物包含層も遺存せず、遺物の出土もなかった。

護岸などの人為的な遺構は確認されなかった。 3区中央と2区西端で緩やかな流水があっ

たと思われる小流路が存在する。 5世紀後半から6世紀初頭の須恵器や土師器の破片が少

量出土している。

谷地形が存在する2・ 3区を基準に全調査区内を2mの区画に区割りし、遺物包含層及

び遺構面直上の土壌を採集し、後に洗浄し微細な遺物を選別採取した。その結果、この谷

地形内から出上した滑石製模造品・玉類は、子持ち勾玉をはじめ、大小の勾玉、管玉、日

玉大小の双孔円盤、剣形など総数345点が出上した。特に2条検出された小流路内に集中

しており、子持ち勾玉や双孔円盤、ガラス小玉などもこの埋土から出土している。

第 9次調査においても多量の滑石製模造品・玉類が出土しており、今回の調査結果も含

め、水辺での祭祀あるいは、集落内で行った祭祀での祭祀具を溝や小流路に投棄したもの

と考えられる。

今回の調査では、飛鳥時代及び奈良時代の遺構面と弥生時代後期終末及び古墳時代後期

の遺構面を検出した。第 9次調査の成果と合わせれば、飛鳥時代及び奈良時代の遺構面で

は、掘立柱建物が10棟検出されたことになる。ただし、第 9次調査検出の大壁造り建物に

ついては、今回検出のS B03の ような連続的な柱の抜き取りによって溝状の痕跡となった

可能性が考えられ、再検討の必要性がある。

今回の調査で飛鳥時代 (7世紀前半代)の掘立柱建物が存在することが判明した。同時

代の掘立柱建物は両調査区内で7棟検出され、棟方位も整ったかたちで検出されている。

第 9次調査地及び今回調査地は、集落の南端に位置しているものと推定され、集落の中

心は北側にあると思われるが、両調査の結果を見る限り、計画的な建物配置を行った可能

性が考えれる。また、輔の羽口や鉄滓、銅滓、固く焼け締まった粘土塊など鍛冶遺構を窺

わせる様な資料や、木蓋をした状態で出土した漆容器 (土師器直口壺/2・ 3区検出水田

埋没土内より出土)も注目される。

古墳時代後期の遺構面では、顕著な遺構は検出されなかったが、多くの滑石製模造品・

玉類、ガラス玉が出土した。採取された状況から、小さな谷地形内を流れる小流路でこれ

らの遺物が集中している。この小流路の近くで何らかの祭祀が行われたものと考えられる

が、第 9次調査地の様に竪穴住居周辺においても多量の滑石製模造品 。玉類が出土してお

り、今回の資料も含めて当時の集落内での祭祀のありかたを検討しなければならない。
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19.上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

第 32次-2調査

1.調査の概要  便宜上、対象範囲を4分割し、西側から順に1～ 4区と小地区名を付して順次調査を実

施した。今回の調査地は、第16・ 19次調査地の南に隣接する。

今回の調査では4時期の遺構面を検出した。各遺構面の時代は、第 1遺構面が鎌倉時代

(13世紀前半)か ら平安時代後期 (11世紀後半)、 第 2遺構面が飛鳥時代 (7世紀)か ら

平安時代前半 (9世紀後半 ?)、 第 3遺構面が庄内式期 (3世紀後半)、 第 4遺構面が弥

生時代前期中葉である。

土層堆積状況の観察をもとに、調査地内における各時期の地形の概略を示すと、以下の

ようになる。だだし東西に長いトレンチ調査であるため、東西方向についてのみ言及する。

平安時代後期から鎌倉時代については、遺構面の遺存状況が悪く、詳細は不明である。

飛鳥時代から平安時代前期については、西にむかって高くなる地形である。本調査地の

西側を南北に通る市道房王寺線に伴って実施した第 1次調査では、この付近は縄文時代か

ら平安時代にかけて存続した自然河川であったと考えられている。川の規模および流れる

方向については、現在の房王寺線とほぼ同様と考えられている。このことからみて、今回

の調査地は、当時は川の堆積作用によって形成された自然堤防あるいは、それに近似する

地形であり、その最も高い地点から、徐々に東へ下がる状況を確認したものと考えられる。

弥生時代前期、庄内式期についても、基本的に上記の地形と同様であったと考えられる

が、弥生時代前期には、東端でわずかに再び高くなっていく斜面の端緒を確認している。

検出した遺構は何れの時期のものも、最も標高の高い1～ 2区部分に集中しており、傾

斜していく3区から東へいくほど遺構の分布密度は下がっていく。

以上から、今回の調査地は、上沢遺跡のうち、遺構が比較的集中する微高地部分に位置

していると考えられる。

1耕±  2暗 灰褐色砂質土 (中世遺物包含層) 3淡 灰黄色砂質土 (第 1遺構面基盤層)

4暗灰茶色砂質土 (平安時代遺物包含層)  5暗 灰色砂質土 (第2違構面基盤層)

6茶灰色粗砂礫  7暗 灰茶色砂質土 (奈良時代遺物包含層)  8淡 茶灰色砂質土 (第3遺構面基盤層)

9暗茶褐色砂質土 (第4遺構面基盤層、弥生時代～古墳時代遺物包含層)

10黒褐色砂混じり砂質土 (第5遺構面基盤層) 11掲灰色砂混じり砂質±  12暗灰黄色シル ト

fig.144     13暗灰色粘性シル ト  14黒灰色砂質シル ト  15黒灰色粘性シル ト (第6遺構面基盤層)

調査区北壁断面図
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第 1遺構面

検出遺構

S E101

S B101

S B102

第 2遺構面

検出遺構

fig.148

1区第 2遺構面

平面図

沐

19.上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

平安時代後期から鎌倉時代の遺構面で、平安時代中期の決水層を基盤層とする。今回の

調査区では、 1・ 2区に中世の遺構が集中している。

2区で検出した、曲物を積み上げて井戸側 (枠)と した円形の井戸である。掘形は東西

1,8m、 南北現存長1.3m、 深さ0,85mの 円形で、その中央に曲物の井戸側を据えている。

井戸側の曲物は2段分を検出したが、土層断面の観察からもう1段分の曲物が存在してい

た痕跡を確認している。

2段検出された曲物は、厚さ l cm、 幅30cmの薄板材を曲げ径35cm程度の筒をつくり、重

ね合わせた端部を樹皮で留めている。上端と下端には、幅 7 cmの薄板材を巻き補強してい

る。上段の曲物は上端を欠損している。

2段目の曲物の最下層には5～ 10om程度の角礫があり、その上面に完形の須恵器椀 1点

と土師器小皿 1点が正位置で出土した。出土状況から丼戸の廃絶に伴って納められたもの

と考えられる。11世紀後半のものと考えられる。

S E101の西側で掘立柱建物を2棟検出した。このうちS B1021ま S E101と 同時期の建

物と考えられる。

1区西端で検出した総柱の掘立柱建物である。東西 2間、南北 1間分を検出したが、調

査区外に延びており、建物の全体規模は明確ではない。南東隅の柱穴 (SP3)からは建

物廃絶時に流入したと考えられる須恵器椀片が出土している。出土遺物から12世紀代の建

物と考えられる。

1区東端で検出した総柱の掘立柱建物である。東西 2間、南北 2間分を検出した。北、

東、西側には延びる可能性はないが、南側については調査区に制限があり不明である。柱

穴の底には板石が敷かれ柱の沈み込みを防いでいる。柱穴からは、11世紀後半から12世紀

代に属する須恵器椀片が出上している。

古墳時代から平安時代前半の遺構面である。溝 5条、小穴 8基を検出したが、掘立柱建

物などの遺構を検出していない。今回の調査区以南が扇状地先端の集落の南端にあたる可

能性も考えられる。

逢
第32次引
調査区

//員 /＼
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S D201

S D202

ビット

第 3遺構面

検出遺構

S B301

S B302

第9次調査区

第32次‐1調査区

第32次-1

/″契 む

幅 lm、 深さ約30cmの北西から南東に流れる溝である。溝底には、砂とシルトの堆積が

認められ、一時的な滞水や緩やかな水流があったことが窺える。形状や堆積状況から建物

や集落を画する区画溝の可育蟄l■ もあるが、周辺の状況が未だ明らかではなく断定はできな

い。溝の底からは銅製の絞具が 1点出土した。調査区の北側に位置する第 4次調査地にお

いても、銅製帯金具 (巡方)が出土している。このほかに、土師器、黒色土器、須恵器等

の破片が少量出土した。いずれも細片であるが、平安時代前半期のものと思われる。

S D201の上面を浅く削平しており、砂とシルトの互層の状態で堆積 している。その形

状・堆積状況から遺構面を覆う洪水層 (第 1遺構面基盤層)の一単位である可含蟄陛が高い。

ピットのうち7基は、 1区中央やや東寄りで検出された。奈良時代から平安時代のもの

が大半であるが、掘立柱建物の柱穴の可能性は低い。 2区で検出した 1基については、古

墳時代後期のものであるが、明確に当該時期といえる唯―の遺構である。提瓶体部の大型

の破片が出土しており、元来完形に近いものが納められていた可能性も考えられる。ただ

し、南側の大半が攪乱によって消失しており、その性格は不明である。

庄内式期の遺構面である。掘立柱建物の柱穴、用途不明の溝やピットなどを検出した。

ピットのうち16基 は、第16次調査結果と照合した結果、掘立柱建物の柱穴と考えられる。

調査区西端で、第16次調査区で検出した3間×4間の掘立柱建物の、南側部分である東

西方向に並ぶ 4基の柱穴を確認した。南北棟の建物であると考えられる。

調査区の中央、やや西よりで確認した。検出した範囲では3間 ×2間以上の掘立柱建物

であるが、南側が調査区外に延びるため本来の規模は不明である。 S B 301と 異なり、柱

穴は大型の掘形をもたず、径18cm程度である。建物の軸はS B 301と ほぼ同じである。

ダ
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1・ 2区第 3遺構面平面図fig。 149
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S D301

S D305

S D306

S D308

出土遺物

第 4遺構面

検出遺構

19,上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

溝状遺構は11条検出しているが、そのうち7条は第16次調査で検出したものと同一の遺

構である。西側からS D301～ 311と 呼称する。

調査区の西端で検出した。第16次調査結果と照合すると、L字状に曲がる長い溝である。

屈曲しているが、基本的に北から南へ流れる溝である。最深部の深さは45cm程度である。

他の溝と異なり、東西方向に流れる。西端部は少し北に曲がり、幅も広がっているが、

この幅広の部分の端を第16次調査でS K307(土坑)と して検出している。今回の調査区

内では東西に流れる溝状の形状を呈しているが、南側は調査区外に延びるため、全体の形

状が不明のため、遺構の性格については、明確ではない。

庄内式期の上器が多量に出上している。何れも細片であるが、完形に復元可能なものば

かりであり、意図的に投棄したものと考えられる。

今回の調査区内では幅60cmの L字状を呈するが、第16次調査結果を照合すると長さ7m

以上の規模をもつ。南端は調査区外へ延びている。最深部の深さは30cm程度である。

第16次調査結果と照らし合わせると、幅55cm、 深さ20om程度の、円弧を描きながら東西

方向に流れる溝である。東側が調査区外へ延びており、全長は不明である。

大量の上器が出土しているS D305を はじめとして、庄内式の上器が出土していること

から、大半は当該時期の遺構と考えられる。ただし切り合い関係の認められる遺構もあり、

また一部弥生時代後期末の遺構も確認していることから、今後出土遺物の詳細な検討作業

の進展に伴い、各遺構の細かな時期的変遷が判明する可能性が考えられる。

弥生時代前期の遺構面で、溝 4条、土坑 3基、ピット8基を検出したほか、自然地形と

して、河の一部を検出した。

Fig,150

1区第 3遺構面全景
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fig.151 S D301                       fig.152 S D305

検出した遺構のうち、溝は調査地中央付近に集中しているが、北隣の第16調査結果と照

合すると、 2条については竪穴住居の周壁溝である可能性が高い。ピットについては、位

置関係などから、住居の柱などの機能を果たすものではないと考えられる。

弥生時代前期の遺構については、その性格が明確なものはないが、土坑からは比較的多

くの土器が出土している。ピット1基からも、甕の破片が比較的まとまって出土しており、

意図的に投棄されたものと考えられる。遺物が多く出土する遺構は、調査区西半の標高の

最も高い場所で集中して検出しており、 2区東半以東では急激に遺構の密度が希薄となる。

遺構面の上層の遺物包含層からの遺物の出土も、 1区の方が 2区以東よりも顕著である。

以上から、弥生時代前期の居住域は、現在の市道房王寺線のすぐ西側付近の、自然堤防

上の微高地を中心に存在したと考えられる。

S D401   1区 の東端で検出した、南北方向に流れる、幅約50cm、 深さ20cmの 溝である。埋土は単

層で、わずかに土器が含まれていた。

S D402  S D401の やや東で検出した、幅約55cm、 深さ10cmの南北に流れる溝である。埋土は単

層で、遺物はほとんど出土していない。S D401と ともに、竪穴住居の周壁溝である可能

性が高い。

S K401   1区 の中央付近で検出した。長径90cm、 短径70cmの 楕円形で、深さは5 cm程度の浅いも

のである。埋土は単層で、土器の小片がわずかに出土した。

S K402  2区の西端で検出した。南側は調査区外まで延びるため、全体の形状や規模などは不明

である。底部で遺存状況の良い弥生時代前期の土器がまとまって出土した。意図的に投棄

されたものと考えられるが、詳細については不明である。検出した規模は、長辺 1.9m、

短辺0.6m、 深さ約35仇で、長方形状を呈する。
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19,上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

＼ ハ
第9次調査区 CЭ Q乳

°

SK403

0 10m

fig.153 調査区中央部第 4遺構面平面図

S K403  S K402の すぐ東側で検出した土坑である。南側が一部調査区外に南に延びるため、正

確な形状は不明だが、検出した規模は、長径1.lm以上、短径1.Omで、南北に長い楕円形

である。深さは約10cmと浅い。底付近の埋土には、炭化物が多く混じる。出土遺物はSK

402に比して少なく小片である。

ピット   18基を検出したが、散在しており、建物の柱穴などの機能をもつものではないと考えら

れる。それぞれの規模や、深さは異なるが、 1区の中央付近で検出されたピットはいずれ

も深く、埋土の堆積も比較的複雑である。なかでもS P401は、埋土の最上層に、甕の下

半分が破砕された形で入れられていた。

河     1区 の西の端で、南方向に流下する河の一部を確認した。検出した規模は、幅約 2.4m、

深さ約60cmで、埋土内には最上層から底面まで、何れにも弥生時代前期の土器が含まれて

いる。出上した土器は、全て同時期のもので、河が短時間に埋没したことを示すと考えら

れる。この河は、第 1次調査で確認した河の支流と考えられる。

出土遺物   上記の遺構および遺構面の上層の遺物包含層からは、何れも弥生時代前期中頃のごく限

られた時間幅の土器のみ出土している。甕・壼はヘラ描き沈線少条、あるいは削出突帯少

条で飾られたもので、段を有するもの、ヘラ描き沈線多条、あるいは削出突帯多条、貼付

突帯は、調査段階では検出していない。縄文時代晩期の突帯文土器も検出していない。

小 結    今回の調査では、大きく分けて4時期の居住域を確認した。

最も古い時期のものは、縄文時代晩期から弥生時代前期前半頃と思われる。河を西の境

として、それより東側に居住域を確認した。特に竪穴住居の可能性が高い落ち込みを検出

しており、住居であれば、阪神間でも非常に珍しい縄文時代晩期から弥生時代前期前半

(約2000年前頃)の住居の発見例となる。

また庄内式期 (約1700年前)の遺構面では、多くの遺構を重複して検出した。第16次調

査成果と合わせると、計 7棟の掘立柱建物を確認しており、何れも真北よりやや南に振っ

た方向で建てられている。溝も多く検出したが、性格については明確ではない。

以上の状況から、当該時期においては、調査区周辺は上沢遺跡の集落の中心部に位置し

ていると考えられる。良好な状態で出上した土器も貴重な一括資料である。

平安時代前半から飛鳥時代の遺構は、当調査区以北で検出されているものに比べ少ない

が、当該時期期の集落の一端を明らかにできた。特に、 S D 201か ら出土 した銅製帯金具

ハ
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。
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fig.154 1区第 4遺構面全景 rig.155 2区 第 4遺構面全景

(絞具)や、第 4次調査出土の銅製帯金具 (巡方)、 第33次調査出土の銅銃などは、当地

に公的施設 (官衡 :役所や寺院)が存在した可能性を十分に示すものである。

これに続く第 1遺構面の平安時代後期から鎌倉時代においては、掘立柱建物や井戸が検

出され、既往の調査の追加資料となったが、短期間に建替えを行った掘立柱建物や、多く

の井戸が築れるなど、当時の人々の暮らしぶりが窺える資料となった。

fig.156 S K402

-118-



19,上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

4.植生史関連調査

はじめに 上沢遺跡は、六甲山南麓を流下する河川により形成された複合扇状地上に位置する。発

掘調査により、縄文時代晩期、弥生時代、古墳時代中期から後期、奈良時代・平安時代、

鎌倉時代の集落址が検出されている。とくに、奈良時代・平安時代では、官行の存在を示

唆する遺物も出土している。

本遺跡では、これまでにも古植生復元や用材選択を知るために自然科学分析が実施され

ている (古環境研究所,1995,パ リノ・サーヴェイ株式会社,1995;能城・鈴木,1995;

未公表資料)。 その結果では、自然木でヤマグワ、アカガシ属、コナラ節などが確認され

ている。また、植物珪酸体分析から、稲作の可能性が示唆されている。しかし、花粉化石

はほとんど産出せず、古植生や生業の詳細は不明である。また、奈良時代～中世にかけて

の木製品などには、ヒノキなどの針葉樹が多く見られた。

本報告では、第32次 -1調査で検出された飛鳥時代の水田等の土壌試料について、花粉

分析と植物珪酸体分析を行い、古植生や稲作について検討する。また、第 9・ 20。 32-2

調査で出土した木製品の樹種同定を行い、用材選択に関する資料を得る。

I.古植生および稲作の検討

1.試料    試料は、第32次-1調査で検出された水田や遺物包含層から採取された土壌試料10点

(S-001～ 010)で ある。各試料の詳細は、表に示した。

花粉分析・植物珪酸体分析試料

番 号 採取地区 採 取 遺 構 時   期

S-001 4区 遺物包含層 。遺構面 飛鳥時代

S-002 4区 遺物包含層・遺構面 古墳時代後期

S-003 7区 遺物包含層・遺構面 古墳時代後期

S-004 8区 遺物包含層 。遺構面 飛鳥時代後期

S-005 8区 遺物包含層・遺構面 古墳時代後期

S-006 10区 水田～湿地 飛鳥～古墳時代

S-007 10区 水田小畦畔 飛鳥時代

S-008 10区 水田圃場面 飛鳥時代

S-009 10区 水田大畦畔 飛鳥時代

S-010 14区 S D101埋 土 飛鳥時代

2.方法

(1)花粉分析  試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重 2.2)

による有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス処理の順に物理・

化学的処理を施し、花粉化石を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作

製し、光学顕微鏡下でプレパラート全面を操作し、出現する全ての種類について同定・計

数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、車本花粉・ シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花

粉を除いたものを基数とした百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハ

イフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものである。
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(2)植物珪酸体分析

湿重 5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W,250KHz,

1分間)、 沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,比重2.5)の順に物理・

化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバー

ガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製

する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の

葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由

来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づ

いて同定・計数する。

花粉分析結果

種  類
試料番号

スイカズラ属 ― ― ― 一 -1

草本花粉

木本花粉
モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属
ヨウヤマキ属
スギ属
イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科
ヤマモモ属
クルミ属
サワグルミ属―クルミ属
クマンデ属一アサダ属
カバノキ属
ハンノキ属
ブナ属
ヨナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
ニレ属―ケヤキ属
モチノキ属
ブドウ属
ノブドウ属

サジオモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ギシギシ属
サナエタデ節―ウナギツカミ節
アカザ科
ナデシヨ科
キンポウゲ属
キンポウゲ科
アプラナ科
フウロソウ属
アカバナ属
セリ科
オオバコ属
ツリガネニンジン属―ホタルブクロ属
ヨモギ属
オナモミ属
キク亜科

5     -     3     -     1    39    39    82    23    46
-    2    -    -     1    21     8    -    19    18
-― ― ― ― -1-― ―

12     5     2     1     1    95    57    99    49   115

2-― ― ― -354-
―    ―    ―    一    -   26    29    28    8    14
-― ― ― -1-4-1
-― ― ― -42-1-
― ― ― ― ― ― -3-―
― ― ― ― ― -3-― 一
― ― ― ― -4-― -1
-― ― ― -2-3-―
一 ― ― ― ― ― -1-―

― ― ― ― -241-2
-― ― ― -62826
2    -    ―    ―    -    13    8    15    5     5
-― ― 一 -1-― ― ―

― ― ― ― -2-4-―
― ― ― ― -3-8-―
― ― ― ― ― ― -1-―

― ― ― ― ― ― ― ― -1

-一 ― ― 一 ― ― ― -1

― 一 ― ― ― -1-― ―
―    ―    ―    ―    -  315   121   188   55  124
-    ―    ―    ―    -    14    3    10    7    10
-― ― 一 -5-1-―
― ― ― ― -21-45
-― ― ― -258-5-
― ― ― ― -101726
-― ― ― ― ― -2-―
― ― ― ― -1-― ― ―

― ― ― ― -1-― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― -1

-― ― ― ― ― 一 ― -1

-― ― ― ― ― ― ― -2

-― ― ― -1-― ― ―

― ― ― ― ― ― -1-―

―
     

―
     

―
     

―      -    48    15    16    17    25

-― ― ― -1--1-

1-― ― 一 ― -1-―

21     1     4    91    57    81    68    31

ベニバナ属 ― ― -11-

タンポポ亜科 ― ― ― -1-

不明花粉 -22331
シダ類胞子

シダ類胞子

２‐‐

１７４

１

３‐

４‐６

‐１

９

３

６８

２７２

２‐２

２２７

３

８．

閉

合  計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総 計 (不明を除く)
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19.上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出

現傾向から古植生や稲作について検討するために、植物珪酸体群集図を作成した。各種類

の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする

百分率で求めた。

3.結果

(1)花粉分析  結果を表、fig。 157に示す。遺物包含層 (S-001～005)で はほとんど検出されない。水

田層とS D101(S-006～ 010)では花粉化石が検出されるが、保存状態はあまりよくない。

これら5つ の試料の花粉化石群集は、類似する。木本花粉では、マツ属の割合が高く、モ

ミ属、ツガ属、スギ属などの針葉樹花粉やコナラ亜属、アカガシ亜属などの広葉樹花粉な

どを伴っている。草本花粉では、イネ科の割合が高く、ヨモギ属やカヤツリグサ科などの

草本類を伴っている。

(2)植物珪酸体分析

結果を表、fig.158に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態は

悪く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。

以下に、調査区毎に結果を述べる。

<4区>    試料番号 1(6層)と試料番号 2(8層)の産状は、ほぼ同様である。すなわち、タケ

亜科の産出が目立ち、ヨシ属やウシクサ族、イチゴツナギ亜科が見られる。また、 ともに

栽培植物のイネ属も検出される。
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く教

を基数として百分率で算出した。なお、●Oは 1%未満、十は木本花粉 100個 体未満の試料

について検出した種類を示す。

fi9.157 花粉化石群集の層位分布
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<8区>

<10区>

<14区>

試料番号 3(4層 )と試料番号 4(8層 )の産状は、ほぼ同様である。すなわち、タケ

亜科の産出が目立ち、イネ属、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科が見られる。

試料番号 5(■層)と試料番号 6(14層)の産状は、ほぼ同様である。すなわち、タケ

亜科の産出が目立ち、イネ属、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科が見られる。

飛鳥時代の畦畔や圃場面の試料番号 7・ 8・ 9(10層)で も同様な産状であるが、イネ

属は試料番号 8(圃場面)でわずかに認められたに過ぎない。

S D101埋土である試料番号10(14層 )ではタケ亜科の産出が目立ち、イネ属、ヨシ属、

ウシクサ族、イチゴツナギ亜科が見られる。

植物珪酸体分析結果

種  類
試料番号   1  2  3  4  5  6  7  8  9 10

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族コブナグサ属
ウシクサ族ススキ属
イチゴツナギ亜科
不明キビ型
不明ヒゲシバ型

イネ族イネ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族

イネ科業部短細胞珪酸体
イネ科葉身機動細胞珪酸体

1513132-1-2
122   196   137   180   150   210   200   168   177   147

56744-1226
43324--3-4
494154-252
22    14    17    9    14    9    7    7    4   15
22    28    20    21    14    14    11     6    11    28

5   14    7   11   11   16   10    6    6   10
16    26    26    28     7    21    22    24    16    23

215   297   224   257   212   276   251   219   221   237

135   112   164   127   119   174   128   114   118  278

一

〇６

一

４

２

９８

一

７

２

０４

一

８

２

９４

一

５

総 計                   350 409 388 384 331 450 379 333 339 515
組 織 片

イネ属姉細胸列 ― ― ― ― -1-― -1

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

性___当 些___翠 OX 十:10個未滴

出現率は、イネ科案部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。
なお、OOは 1%未満の種類を示す。また、組織片の産状を検出個数により十の記号で示す。
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19.上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

4.考察

(1)花粉化石からみた古植生

本遺跡では、これまでにも縄文時代末～弥生時代にかけての花粉分析を行っているが、

花粉化石の保存が悪くほとんど検出されていない (パ リノ・サーブェイ株式会社,1995)。

今回の成果をみても、遺物包含層に関しては化石の保存が悪い。花粉化石は、好気的環境

下での風化に弱いことから、このような環境下において、分解 。消失した可能性がある。

このことから、遺物包含層は、堆積当時あるいは堆積後に好気的環境下におかれたことが

考えられる。

水田層とS D101では、花粉化石が検出される。木本類は針葉樹が主体で、その中でも

マツ属の割合が高い。また草本類の割合が高く、その中でもイネ科が顕著である。近畿地

方の植生変遷をまとめた前田 (1984)の結果に対比すると、今回分析を行った飛島時代は、

照葉樹林Ⅱ期の後半に相当する。この時期の特徴として、マツ属の増加、草本花粉の増力臥

栽培植物の出現があげられる。また、それ以前から引き続いてモミ属、ツガ属、スギ属な

ど温帯針葉樹の増加がみられる。今回の結果をみても、この傾向は顕著に現れている。ま

た、植物珪酸体分析でもイネ属が認められる。

栽培植物 (イ ネ属・ベニバナ属)の検出は、周辺での栽培といった生業の拡大に起因す

ると思われる。また、水田耕作などに伴う開発なども行われ、周辺の山野が切り開かれて

いったと考えられる。草本類は、このような開発でできた開けた空間に、先駆的に進入 し

て生育し、分布を拡大していったと考えられる。今回花粉化石でみられた中でも、特にイ

ネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、ギシギシ属、オオバコ属、ヨモギ属は開けた草地に多

く生育する種類であることから、これらが、水田の周辺に多くみられたと考えられる。

一方、マツ属の増加は、人間の生業に伴う植生干渉の結果、マツの二次林や植林が増え

た結果であると考えられている。このような植生改変は、弥生時代～古墳時代頃から各地

で起こったことが、これまでの発掘成果から明らかになっている (辻,1993)。 また、モ

ミ属やツガ属などの温帯針葉樹林の増加は、気候の冷涼化が原因と考えられ、縄文時代後・

晩期から増加が始まっている (前田,1984;那須,1989)。 このような傾向は、大阪平野

に立地する遺跡の花粉分析結果をみても、堺市の小坂遺跡 (パ リノ・サーヴェイ株式会社 :

1992,鈴木 :1992,安田 :1992)や、東大阪市の宮ノ下遺跡 (辻本ほか,1996)や鬼虎

川遺跡 (金原正明 。金原正子,1997)な どで同様な傾向がみられる。おそらく、これらの

温帯針葉樹は、主に、段丘～山地を中心に分布していたものと考えられる。

(2)植物珪酸体分析からみた稲作について

飛鳥時代から古墳時代の遺物包含層および水田では、タケ亜科をはじめとして、ヨシ属

やウシクサ族、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が確認され、これらのイネ科植物が周

囲に生育していたことが推定される。また、各地区からイネ属の植物珪酸体が認められ、

少なくとも飛鳥時代以降稲作が行われていたことが指摘できる。これは、飛鳥時代の水田

が検出されていることとも調和的である。しかし、全体的にイネ属の出現率は低い。

地点別に見ると、イネ属は試料番号S-001(遺物包含層・遺構面)で最も多く産出して

いるが、水田～湿地、水田圃場面では少なく、水田小畦畔と水田大畦畔では全く認められ
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なかった。これらの上壌試料の花粉分析では、イネ属花粉が多数認められている。また、

稲藁は、燃料材、屋根材など様々な用途に有用である。これらのことを考慮すれば、イネ

属は株刈り等により、植物体ごと収穫され、胚乳は食糧に、藁は様々な用途に利用され、

その結果としてイネ属の出現率が低いことが推定される。

Ⅱ.木製品の樹種

1.試料     試料は、第 9020次 。32次 -2次調査で出土した木製品31点である。このうち、第 9次

調査のR405は炭化材であった。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表に記した。

2.方法 剃刀の刃を用いて木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒

手切片を作製し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,

蒸留水の混合液)で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕

微鏡で観察 。同定する。

炭化材は、 3断面の割断面を製作し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡で木材組織を

観察し、その特徴から種類を同定する。

3.結果     樹種同定結果を表に示す。試料は針葉樹 6種類 (マ ツ属複維管束亜属・ツガ属・ スギ・

コウヤマキ●ヒノキ・ カヤ)と広葉樹 1種類 (ト チノキ)に同定された。各種類の主な解

剖学的特徴を以下に記す。

・ マツ属複維管束亜属 (司ん弘s subgen,Dゎιoχttιο鳥)   マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および

水平樹脂道が認められる。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突

出が認められる。放射組織は単列、 1～ 15細胞高。

・ツガ属 (TszLgα)   マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行は急で、晩材部の幅は広い。樹脂細胞が認められる。

傷害樹脂道が認められる試料がある。放射組織は仮道管と柔細胞で構成され、柔細認壁は

滑らかで数珠状末端壁が認められる。分野壁孔はヒノキ型で、 1分野に1～ 4個。放射組

織は単列、 1～20細胞高。

・ スギ

“

れ
"ι

οncttα ブて叩οttCα (L.f.)D.Don)   スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞が

ほぼ晩材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。

分野壁孔はスギ型で、 1分野に2～ 4個。放射組織は単列、 1～ 15細胞高。

・ コウヤマキ (Sctαごοpjιノs υcrιjCttαια(Thunb.)Sieb.et Zucc.)   コウヤマキ科コウヤマキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は広い試料と狭い試料とが

ある。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らか。分野壁孔は窓状となる。

放射組織は単列、 1～ 5(10)細胞高。
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上沢遺跡の樹種同定結果

調査次 試料番号 番 号 出土地区 遺  物  名 層 徹 時 期 樹 種

第 9次

R401 2-5-A 板材 S D01上層 8世紀後半～ 9世紀前半 コウヤマキ

R402 2-1-B 木片 S P07 7世紀前半～中葉 コウヤマキ

R403 2-1-B 木片 S Pll 7世紀前半～中葉 コウヤマキ

R404 1-1-A 柱痕 (大型建物) S B04-3 7世紀初頭～前半 ヨウヤマキ

R405 5-2-A 炭化材 S X17 5世紀末葉～ 6世紀初頭 マツ属複維管束亜属

第20次

1 W-001 4区 井戸枠材 (横板) S E01 13世紀前半 ツガ属

W-002 4区 井戸枠材 (横桟材) S E01 13世紀前半 ツガ属

3 W-003 4区 井戸枠材 (横桟材) S E01 13世紀前半 コウヤマキ

W-004 4区 墨書木札 S E01 13世紀前半 ヒノキ

5 W-006 4区 木挽き椀 S E01 13世紀前半 トチノキ

6 W-007 4区 木製品 S E01 13世紀前半 マツ属複維管東亜属

7 W-008 4区 下駄 S E01 13世紀前半 ヒノキ

W-009 4区 曲物 (本体) S E01 13世紀前半 ヒノキ

WV-009 4区 曲物 (補強帯材上) S E01 13世紀前半 ヒノキ

Vヽ-009 4区 曲物 (補強帯材下) S E01 13世紀前半 ヒノキ

11 W-009 4区 曲物 (底板) S E01 13世紀前半 ヒノキ

W-009 4区 曲物 (目釘) S E01 13世紀前半 カ ヤ

W-014 4区 井戸枠材 (添板材) S E01 13世紀前半 マツ属複維管束亜属

W-015 4区 井戸枠材 (桟材-1) S E01 13世紀前半 ヒノキ

W-016 4区 井戸枠材 (桟材-2) S E01 13世紀前半 ヒノキ

W-020 4区 井戸枠材 (桟材-3) S E01 13世紀前半 ヒノキ

W-022 4区 井戸枠材 (桟材-4) S E01 13世紀前半 スギ

W-023 4区 井戸枠材 (曲物) S E01 13世紀前半 ヒノキ

Vヽ-024 4区 井戸枠材 (曲物) S E01 13世紀前半 ヒノキ

Vヽ-026 1区 井戸枠材 (曲物) S E 2001 9世紀後半 ヒノキ

第32次 -2

W-001 2区 曲物 (本体) S E01 11世紀後半 ヒノキ

W-001 2区 曲物 (補強帯材下) S E01 11世紀後半 ヒノキ

W-002 2区 曲物 (本体) S E01 11世紀後半 ヒノキ

WV-002 2区 曲物 (補強帯材上) S E01 ■世紀後半 ヒノキ

W-002 2区 曲物 (補強帯材下) S E01 ■世紀後半 ヒノキ

柱材 12世紀前半 コウヤマキ

19。 上沢遺跡 第32次 -1・ 2調査

・ ヒノキ αttαttα9り″αrjs Obι ttsα (Siebo et Zucc,)Endlcher) ヒノキ科 ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞

が晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野

壁孔はヒノキ型～ トウヒ型で、 1分野に1～ 3個。放射組織は単列、 1～ 15細胞高。

。カヤ (Torrgttα ん弘cが伊℃Sieb.et Zucc.) イチイ科カヤ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。放射組織は柔細胞

のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はトウヒ型～ヒノキ型で、 1分野に1～ 4

個。放射組織は単列、 1～ 10細胞高。仮道管内壁には対をなしたらせん肥厚が認められる。

・ トチノキ (ス 9scガ弘s ιttrbι ttαια Blume) トチノキ科 トチノキ属

散孔材で管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2～ 3個が複合して散在

し、年輪界に向かって径を漸減する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁に

はらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、 1～15細胞高で階層状に配列する。

4.考察     出土した木製品は、井戸の枠材および曲物、柱材、木札、木挽き椀、下駄などである。

このうち、木挽き椀にトチノキが認められた以外は全て針葉樹材で、とくにヒノキの利用

が多い。針葉樹材の多い結果は、前回の結果とも一致しており、針葉樹材を中心とした用

材選択が行われていたことが推定される。
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時期別に見ると、第 9次調査区の7世紀初頭から9世紀前半までの板材、木片、柱痕は

全てコウヤマキであった。一方、第20次調査区と第35次調査区から出上した、11世紀後半

から13世紀前半の井戸枠を中心とした用途には、ヒノキが多く見られ、ヨウヤマキは井戸

枠と柱材に2点認められたのみであった。この結果から、コウヤマキは、 7世紀初頭から

9世紀前半以降に使用量が減少している可能性がある。しかし、前回の調査では12世紀代

の試料についてもコウヤマキが出土しており、現時点では詳細は不明である。

第20次調査のS E01と、第32次 -2調査S E01で は、井戸の枠や曲物等について部位別

に樹種同定を行った。その結果を見ると、基本的にはヒノキが多く利用されている。同様

の結果は、第33次で行った調査でも確認されている (本書参照)。 ヒノキが多 く利用され

ている背景には、加工が容易であること、防虫性、耐水・耐湿性に優れていること等の材

質を考慮した用材選択が推定される。しかし、第16次の井戸枠ではツガ属が多く認められ

ていることから、必ずしもヒノキが選択されていたとはいえない。用材が異なる背景は、

井戸の使用者や井戸の設置目的等が関わっている可能性がある。

第20次調査S E01の井戸材を見ると、上部から出土した井戸枠材 (試料番号 1～ 3)は

ツガ属とコウヤマキで、ヒノキは1点も見られない。この結果から、部位によって用材が

異なっていた可能性がある。また、下部の桝状に組まれた井戸枠 4点のうち、 1点はスギ

であった。後世の修理などにより用材が異なっている可能性があるが、断定には至らない。

第20次調査S E01か ら出土した曲物は、日釘を除く部材は全てヒノキであった。これは、

曲物の民俗事例 (成田,1996)と も一致しており、加工性、防虫性、耐水・耐湿性等を考

慮した用材選択が推定される。一方、目釘はカヤであった。カヤは、ヒノキに比較すると

重硬で、やや加工が困難である。そのため、曲物の側板などには適材とはいえないが、逆

に接合部の素材としては強度が高く適材といえる。今回の結果から、それぞれの部位に必

要な材質を考慮した用材選択が行われていたことが指摘できる。

木挽き椀は、落葉広葉樹のトチノキであった。 トチノキは、漆器椀の木地として一般的

な種類であり、これまでにも多くの遺跡で出土例が報告されている (島地 。伊東,1988;

伊東,1990)。 また、これらの結果は、挽物の使用樹種に関する民俗事例 (橋本,1979)

とも一致している。 トチノキは、ブナ属と共に、乾燥が難しく狂いが出やすいが、簡単に

入手できるために使用量が多い木材に分類される。また、 トチノキは心材の赤味が割れ狂

いが多いため、椀にはシラタと呼ばれる辺材部分を使用する。辺材部分は多くとれても四

寸 (約12cm)程度であるため、木取りは横木地の板目取りが適するとされる (封断 199の。

今回の試料についても、同様の木取りが行われている可能性がある。

下駄は、ヒノキであった。中世の下駄については、広島県福山市草戸千軒町遺跡で多く

の試料について樹種同定が行われている (山 内,1976,パ リノ・ サーヴェイ株式会社 ,

1997)。 その結果では、ヒノキが多くを占めており、今回の結果とも一致する。草戸千軒

町遺跡の調査では、ヒノキの他にもヨウヤマキ、ツガ属、クリ等が確認されており、遺跡

周辺で入手可能な木材が利用されたことが指摘されている。本遺跡でも、ヒノキは井戸枠

など大型の部材に多数認められ、ヒノキの木材が入手可能な状況であったことが推定され

る。草戸千軒町遺跡の結果を考慮すれば、ヒノキの他にもコウヤマキやツガ属なども利用
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されていたことが推定される。
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fig,160 上沢遺跡第32次 -1調査産出植物珪酸体
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7.ト チノキ (試料番号5)

al木口ib:紅目,c:板 目

fig.163 上沢遺跡第20次調査出土木材樹種

H 200μ  m:a,
■■■■■■ 200μ m:b,c
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20,上沢遺跡 第34次 ,36次一I・ Ⅱ調査

かみ さわ

20.上 沢 遺 跡 第 34次・ 36次一 I・ Ⅱ調査

1,は じめに   今から約50～60万年前に始まった「六甲変動」によって六甲山系が隆起し、六甲花南岩

の被覆層であった大阪層群が南方に流失していったが、上沢遺跡は流出し残った大阪層群

で形成される会下山丘陵から派生する微高地に立地する。遺跡は昭和63年度に実施した試

掘調査で発見され、同年度から平成元年度に第 1次調査を実施した。その後暫く調査の機

会はなかったが、平成 7年の阪神・淡路大震災以降、土地区画整理や個人住宅の建築、山

手幹線拡幅に伴って急激に調査事例が増加している。

これまでの調査によって、弥生時代前期、弥生時代後期から古墳時代初頭、奈良時代か

ら平安時代、中世の遺構面を確認し、今まで実態が不明であったが各時期の拠点集落で構

成される大規模複合遺跡であることが判明した。

上沢通 7・ 8丁目において、分譲住宅あるいは店舗兼個人住宅が建設されるのに伴って、

3回の発掘調査を実施した。

以下、その概要である。

fig.164

調査地位置図

1 : 2.500

ビ燕
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第 34次 調 査

1.調査の概要

基本層序

第 1遺構面

S D101

第 2遺構面

検出遺構

掘立柱列 1

第1遺構面

上層から順に、近現代の造成土、旧耕上の淡褐灰色砂混じリシルト、遺物包含層が 3層

(灰色粘質土 。暗灰色シルト・暗茶灰色粘質土)、 無遺物層が 2層 (暗黄褐色土・淡灰黄褐

色微砂)と続く。第 1遺構面は遺物包含層である灰色粘質上の上面、第 2遺構面は遺物包

含層である暗灰色シルトの上面、第 3遺構面は無遺物層である暗黄褐色上の上面である。

中世頃の遺構面で、溝 1条、ピット5基を検出した。

調査区の南半で検出した、南北方向の溝である。北側は攪乱で破壊され、南側は調査区

外に延びるため全長は不明である。幅0.4～0.6m、 深さ約10cm、 埋土は淡灰色砂質上であ

る。遺物は土師器片・須恵器片が出土した。溝の規模・形状 。埋土・方向から第33次調査

検出の溝S D101に繋がると考えられる。

奈良時代から古墳時代後期と考えられる遺構面で、掘立柱列 2列、溝 2条、落ち込み 1

基を検出したほか、ピットを23基検出した。

調査区の北半で検出した、奈良時代頃の規模の大きな南北方向の柱列である。柱間は 1

間以上を確認した。調査区が狭く、北側は調査区外に続くため規模は不明である。掘立柱

建物か塀か不明なためここでは単に柱列とする。全長3.Om以 上、柱間は2.Omで ある。

/ 竜

２

１

列
穴

/

郊

fig。 165 第 1・ 2遺構面平面図
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20,上沢遺跡 第34次 。36次 ― I・ Ⅱ調査

北側の柱穴 1に は柱根と根石が存していた。掘形は隅丸方形で一辺は約80cm、 深さ50～ 60

cm、 柱根や南側の柱穴 2の柱痕から柱の直径は約20cmと推定できる。柱列の方向はいわゆ

る国土座標に対して23度西に振っている。遺物は須恵器片・土師器片が出土した。

掘立柱列2 調査区の中央南寄りで検出した、奈良時代頃の規模の大きな北東から南西方向の柱列で

ある。柱間は2間分を確認した。調査区が狭く、両側は調査区外に続くため規模は不明で

ある。柱列 1同様にここでは単に柱列とする。全長4.2m以上、柱間は2.2mである。中央

の柱穴 2に は根石が存していた。掘形は隅丸方形で一辺は約80cm、 深さ約40cm、 西側の柱

穴 1や中央の柱穴2の柱痕から柱の直径は約20cmと推定できる。柱列の方向はいわゆる国

土座標に対して53度東に振っている。遺物は須恵器片 。土師器片が出土した。

S D201  調査区の北隅で検出した東西方向の溝である。1.Om分を確認したが、東端は調査区外に

続くため全長は不明である。幅0,4m、 深さ約40cm、 埋土は上から順番に暗茶灰色砂質土、

暗褐灰色砂質土である。土師器片が出土したが、時期は不明である。

S D202  S D201の南隣で検出した東西方向の溝である。2.2m分を確認したが、東西両端は調査

区外に続くため全長は不明である。幅0.2～0.4m、 深さ5～ 10cm、 埋土は暗灰色炭混じり

砂質上である。土師器片が出土したが、時期は不明である。

S X201  調査区の中央で検出した不整形の浅い落ち込みである。長さ2.lm、 幅1.lm、 深さ約 5

cm、 埋土は灰色砂質土である。須恵器片・土師器片が出土したが時期は不明である。

S X202  調査区の南端で検出した、古墳時代後期の浅い落ち込みである。長さ4.Om、 幅1.5m分

を確認したが、調査区外に続くため規模は不明である。深さ約20cm、 埋土は淡灰色砂質土

である。須恵器片・土師器片が出土した。

fig。 166

第 2遺構面全景
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第 3遺構面

S D301

3.ま と め

fig.167

第 3遺構面平面図

古墳時代前期頃の遺構面で、溝 1条、ピット5基を検出した。

調査区の南半で検出した北西から南東方向の溝である。1.8m分 を確認 したが、北西端

は調査区外に続くため全長は不明である。幅0.2～0.3m、 深さ10～ 15cm、 埋土は暗茶灰色

砂質土である。土師器片が出土した。

上沢遺跡はこれまでの調査によって弥生時代前期・弥生時代後期から古墳時代初頭・奈

良から平安時代 。中世の遺構面を持つ大規模複合遺跡であることが解明されているが、中

でも奈良から平安時代の様相は特筆される。規模の大きな掘立柱建物、精巧な丼籠組の井

戸が検出され、巡方、餃具、銅銃、円面硯、土馬が出上したように一般の集落ではあまり

みられない遺構や遺物が存在するため、古代の役所あるいは寺院が存在していた可能性を

窺わせる。また隣接する室内遺跡 (房王寺跡 ?)か らは軒丸瓦・軒平瓦や塑像の菩薩立像

が出土しており、明確な遺構は未確認であるが当時の寺院の存在が推定できる。現在は住

宅地であるが、この一帯には当時古代寺院を建立することのできた有力者が存在 していた

ことはほぼ確実と言えよう。

今回の調査地点は上沢遺跡の推定される範囲内でも東端部にあたり、微地形的に見ると

東方へは緩やかに傾斜して上沢・下沢の地名の由来になったと考えられている低湿地へ至

る。そのような位置にも奈良時代頃の規模の大きな掘立柱構造物が存在していたことは、

当時の上沢遺跡ではかなり広範囲に規模の大きな掘立柱建物が建てられており、存在して

いた有力者の勢力の程が窺えよう。

/

―-136-―

0                    5m



20,上沢遺跡 第34次 。36次 ― I・ Ⅱ調査

第 36次一 I調査

1.調査の概要

基本層序

第 1遺構面

第 2遺構面

第 3遺構面

今回の調査は、計画建物の工事影響範囲内について掘削深度T,P,10,200mま で実施した。

現地表下10～40cmま では盛土及び旧耕土となっており、その下層に第 1遺構面基盤層で

ある乳茶色砂質土 (層厚10cm)、 その下層に第 2遺構面基盤層である茶灰色シル ト質細砂

(層厚15cm)、 間層である茶褐色砂質土 (層厚 5 cm)、 第 3遺構面の包含層である淡褐色砂

質土 (層厚5 cm)が続き、第 3遺構面基盤層である淡黄褐色シルト質極細砂となる。

調査区の北端で土坑 1基、西端で土坑 1基、東端でピット1基を検出した。

遺物は、土師器の小片がS K01・ 02か ら出土した。また、S K01か らは自然石を砥石と

して使用していたものが火を受けた状態で出土した。

遺構面の時期は、中世と考えられる。

調査区の南半分でピット4基を検出した。特に南西隅に集中しており、調査区内では建

物として認識できるものでない。ただしS P03は、南北60cm、 東西80cm、 深さ40cmの規模

をもつもので、当該地区の南西方向に建物が存在するものと考えられる。

遺構面の時期は、奈良時代と考えられる。

調査区の北東隅で円形の竪穴住居 1棟、西端で土坑 2基、南半部で南北に流れる溝 1条

を検出した。弥生時代中期の遺構面と考えられる。

0               3m

fig.168 第 1・ 2遺構面平面図
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S B01 東半分が調査区外に延びるため本来の規模は不明であるが、復元直径が約 4。5mと なる

円形の竪穴住居である。周壁溝は検出していない。住居内からは、柱穴 2基と土坑 3基を

検出した。土坑内からは特に埋納されたような遺物は出上していない。住居内では、弥生

時代中期の遺物が床から遊離した状態で出土しており、S K07も 1層上の埋没土から切り

込んでいることから、床の貼り替えなどの改築が行われた可能性がある。

幅0,5～ 1.Om、 深さ5 cm程度の浅い溝である。出土遺物はなかったが、 S B01と 同一面

で検出したことから、弥生時代中期のものと考えられる。

S D01

S K03・ 04 ともに西半分が調査区外に延びており、また第 1遺構面のS K02に よって削平されてお

り、本来の規模は不明である。

2。 ま と め  今回の調査では、 3時期の遺構面を検出した。

第 1遺構面では、遺構 。遺物ともに希薄であり、中世の段階では、当調査地は集落域か

ら離れた地点にあたるものと考えられる。第 2遺構面では、調査地の南端で大型の柱穴を

検出しており、南の調査区外に掘立柱建物が存在する可能性が考えられる。第 3遺構面で

は、周辺の調査では未確認であった弥生時代中期後半の遺構を検出した。当該時期の遺構

は5m東に離れた第34次調査では確認していないことから、当調査地は集落域の東端にあ

たるものと思われる。なお第34次調査においては庄内期の遺構面を確認しているが、今回

の調査では、第 2遺構面と第 3遺構面の中間層で精査を行ったが、遺構は確認していない。

0            3m  fig,169 
第 3遺構面平面図

⑨具

figJ70 第 3遺構面全景
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20。 上沢遺跡 第34次 。36次 ― I・ Ⅱ調査

第 36次―I調査

1.調査の概要 今回の調査地は、上沢遺跡におけるほぼ南東の端と考えられている位置にあたる。調査

は、工事影響深度 (標高約6.9m)ま での深さについて実施した。

確認した遺構面は、 1面である。周辺地における既調査結果から、標高6,9m以下につ

いても古い時期の遺構面が存在する可能性が考えられるが、今回は未確認である。

今回の調査地は、北側に厚い盛土を施し、標高7.4mか ら8,3m程度の高さを地表面とす

る、北から南へ急激に下がる傾斜地となっている。この盛上の下層に現代か近代の耕土が

標高7.3m前後から、20～30cmの厚さで堆積している。この耕土は東西方向はほぼ水平で、

南北方向は、自然地形に沿って緩やかに南へ下がる。その下層は標高7.Om前後に厚さ10

cm程度の決水層と考えられる砂利層が堆積し、古墳時代から10世紀頃の遺物が出土してい

る。この層は調査区北西隅の、調査区のなかで最も標高の高い部分では存在しない。

この決水層の下層で、遺構面基盤層である淡青灰色シルト質粘土上面を検出した。遺構

面も北が高く、南が低くなり、標高は、北西隅で7.3m前後、南東隅で6.9m前後である。

検出した遺構の数は多くない。調査区のはぼ中央を北から南へ流れる溝状の遺構を 1条

検出した。この溝状遺構を境に以南は湿地性の土壌、以北は居住可能な微高地に隔てられ

可能性も考えられるが、後世の削平のため、溝状遺構より北側で遺構を確認していない。

この溝については、標高6.9m付近で確認したため、工事影響深度との関係で、全体を

調査するには至らなかった。そのため、遺構内に2ケ所にトレンチを設定して、部分的に

遺構の深さや埋土の地積の状況を確認した。その結果庄内式期 (約2000年前)の ものと考

えられる土器が出土し、遺構が埋没したのは当該期の可能性が高い。

基本層序

検出遺構

溝状遺構  幅約2.6mで、 トレンチ調査で確認した深さは50cm前後である。埋上の堆積状況から、

一定期間水路の状態で存続したと考えられる。最下層には、多くの植物遺体が混じる。

出土した土器は小片であるが、庄内

式期のものが多い。最上層からは、須

恵器が出土したが、ほぼ溝が自然埋没

した最終段階の、ごく細い流れの時期

を示していると考えられる。

以上から、この遺構は、庄内式の時

期に機能していたものが徐々に埋まり、

須恵器が使われていた時代には、完全

[阜拿ξ:lζ:::夏ζi::1程 /
小河ナ||と いう、 2つ のものが考えられ

るが、自然河川としてはやや不自然な

方向力|ら の流れが指摘でき、一直線に
 fig,171

微高地の裾に沿って走る状況からは、

0                   10m

調査区平面図
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断ち割り

2。 ま と め

溝あるいは水路である可能性が高い。ただし、 トレンチ調査の結果からは断定するまでに

は至っていない。

遺構面の下層については、工事影響深度より高い標高で遺構面を検出した北西部分にお

いて、 トレンチを設定して確認した。その結果、基盤層の下層には、黒褐色粘土、黒色礫

混じり粘土、黒灰色粗砂が順に堆積しており、湿地性の堆積物のようである。何れの層か

らも極少量、摩滅顕著な弥生土器と思われる土器片が出上したが、遺構は検出していない。

以上の調査結果から、当調査地ついては、次のような時代の変遷を考えることができる。

弥生時代には、当地は沼沢地のような湿地であったと考えられる。庄内式期では、北東

から南西方向に向けて流れる溝が造られるが、この溝は、微高地とその下の小さな谷を隔

てるようである。自然の小河川の可能性も残るが、恐らく排水、治水、地区境などの何か

の目的で掘削されたものと考えられる。遺構は徐々に埋まったようで、その後10世紀まで

の状況は不明である。庄内式期遺構面の上層に堆積している砂礫層の存在から、10世紀頃

洪水におそわれたことが判る。10世紀以降も集落が存在した可能性が周囲の状況から推測

できるが、後世の田圃造成による削平のため不明である。

今回の調査では、主に庄内式期の状況を確認した。遺構の密度が粗く、当調査地付近が

上沢遺跡の南の端であるという、従来からの予測を補強する結果となった。人工水路の可

能性のある溝を確認したことで、遺跡の当時の景観を知る手がかりを得たが、今後の調査

成果によって、その機能、規模、構造などについて、更に検討を進める必要がある。

fig封72 調査区全景
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21.五番町遺跡 第7次調査

第 7次調査

1.は じめに   五番町遺跡は、市営地下鉄建設に伴う試掘調査ではじめて発見された遺跡である。以後

これまでに、 6回にわたる発掘調査が行われており、縄文時代、奈良時代から平安時代及

び中世の遺構・遺物が確認されている。

今回の調査は、山手幹線拡張工事に伴うもので、平成11年 4月 に実施した試掘調査で埋

蔵文化財が確認されたので、発掘調査を実施した。

fig,173

調査地位置図

1 :2.500
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2。 調査の概要

1区

検出遺構

fig。 175

S D04小型丸底壺

出土状況実測図

今回の調査区は2ケ所に分かれており、東側の調査区を 1区、西側の調査区を 2区 と呼

称し、 1区より調査を開始した。

調査の結果、調査区東部においてピットを数基確認したほか、そのほかでは古墳時代の

溝及び流路を調査区内の西部約 2/3において検出した。溝及び流路のうち、最も東側で

検出したS D06は調査区内をほぼ直線的に流れるが、他は蛇行を繰り返し、また数本の流

路が合流しており、切り合い関係も明瞭ではなく本来 1本の流路であったかどうかは不明

である。 S D06以外の流路では上層に古墳時代の遺物が多く含まれており、中層や下層に

は土器はほとんど含まれていなかった。

一

0                               50cm

Ｓ

冶
珈

楼

稗

S D04小型丸底壺

出土状況
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fig,177 1区全景

S D04

S D06

21.五番町遺跡 第 7次調査

fi g.178 S D06

S D04の上層で、古墳時代前期の小型丸底壷とミニチュアの壺が合わせて約30点集中し

て出土した。流路がある程度埋没した段階で、何らかの祭祀が行われたものと考えられる。

これらの上器の検出中に管玉 1点が出土したため、周辺土壌を採取した。採取した土壌の

洗浄作業が未了のため、玉類が更に増えるかどうかは不明である。なお、土器の内部から

は種子や玉類などは検出されなかった。

調査区東部で検出した。幅0,75～ 1.9m、 最深部の深さ26cmで 、ほぼ北西から南東方向

へ流れるが、北側はやや西向きに流れる方向を変えているようである。古墳時代の土器が

多く出土している。調査区東部は遺構検出面が西部に比べて低くなっており、 S D06の上

部は削平されているものと考えられる。

8000m

7000m

1・ 2 旧耕±  3 賠褐 (灰)色粘質土～シル ト

4 淡黒灰色細砂混じリシル ト  5 褐灰色シル ト質細砂  6(日音)灰色シル ト質細砂

7(黄)灰色シル ト質細砂  8黒灰色シル ト  9 淡 (黄)灰色シル ト

10 黒灰 (褐)色シル ト  11 灰褐色小礫混じり細砂  12 黒灰色シル ト質細砂

13 茶灰色細砂～中砂  H4 褐灰色シル ト質細砂  15 黒灰色小礫混じリシル ト質細砂

16(黄)灰色シル ト質細砂  17 黒灰色シル ト  18 淡灰色小礫混じり細砂～中砂

19 灰色シル ト  20 淡 (黒)灰色細砂混じリシル ト  21 黒灰色シル ト

22(暗)灰色細砂混じリシル ト  23 灰 (黄)色小礫混じリシル ト  24 黄灰色シル ト質細砂

25 淡青灰色シル ト質細砂  26 淡灰色中～粗砂

fig.179 1区西半南壁断面図
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S P01～05 調査区東端部でピットを 5基検出した。等間隔で並んでおり、同一の建物を構成するも

のと考えられるが、調査区外に延びていると考えられるため、本来の規模は不明である。

調査区内で検出した規模は、東西 2間 ×南北 1間である。ピット内からは土器が月ヽ片しか

出土していないため、詳細な時期は不明である。

2 区    遺構・遺物は検出されず、決水砂が溝状に堆積した痕跡のみを検出した。

3。 ま と め  今回の調査では、 1区において古墳時代の流路を検出した。S D06を はじめ、当該時期

の土器が比較的多く出土した。特にS D04内 でまとまって出土した小型丸底壷は注目され

る資料である。流路がある程度まで埋没した段階で祭祀が行われたことを示すものである。

土器の色調には赤色系のものと白色系の2者があり、色調の異なるものを意識的に組み合

わせて並べた可育摯l■ も考えられる。土器は少しだけ傾いたり、あるいは横倒しの状態で検

出したが、起こせば原位置 (据えられた状態)に復元が可能である。祭祀の性格や目的な

どは不明であるが、類例の調査などを行った後に改めて検討を加える必要がある。

五番町遺跡におけるこれまでの調査では、古墳時代の遺構・遺物の良好な検出例がなく、

貴重な調査例となった。今回の調査地は五番町遺跡の範囲の東端に位置しているが、性格

的にはむしろ、古墳時代の遺構・遺物が多く検出されている二番町遺跡との関連が深い可

「

る。プ
れ

第
＼

カ陛ヒ
ヒ

合
日

プ

＼
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fig.180

2区平面図
沌

アスファルト

/8000m8000m ヽ

7000m
0         2m

1 灰色シル ト質細砂 (旧 耕土)

2(淡 )灰色シル トまじり細砂 (旧耕土)

3 灰 (黄)色シル ト質細砂 (旧耕土)

4 灰黄色シル トまじり細砂 (旧耕土)

5 賠灰色小礫まじリシル ト質細砂

Fig。 181 2区南壁断面図

6(暗 )灰色小礫まじリシル ト質細砂
7 暗灰色小礫まじリシル ト質細砂
8 暗灰色～暗灰 (黄)色小礫まじリシル ト
9 灰 (黄)色シル ト質細砂
10 黄灰色シル ト質細砂

ヽ



22.長田南遺跡 第 2次調査

なが た みなみ

22.長田南 遺跡 第 2次調査

1.は じめに   長田南遺跡は、六甲山系西部南麓の新湊川と苅藻川の合流点付近に位置する。この付近

は、式内社である長田神社を中心として、商店街、住宅街が形成された地区である。

調査地周辺は市街地形成の時期が早く、遺跡の分布が明確でなかったが、昭和50年代後

半以降に実施した発掘調査の成果により、次第に遺跡の様相が明らかになりつつある。

fig.182

調査地位置図

1 : 2′ 500

基本土層名
9     1     1    9m

可 瓦礫混 じり砂質土 (現代整地上 )

2 黒灰色粘性砂質土 (耕作土 )

3 黄灰色粘性砂質土 (床土 )

多く含む)

t末期の遺構検出面 )

ヽ
)

ゴむ)

Ч面)

'頃

の土器を含む)

塚皇稔鳥誌銅護豚遭櫂擢臣警行
時代前期頃の上器を含む)

fig.183 調査区西壁断面図
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2.調査の概要

基本層序

第 1遺構面

fig。 184

調査区西壁

平成 7年 1月 17日 の阪神・淡路大震災では、この周辺は、古い木造家屋が大きな被害を

受けた。今回の調査は、震災によって倒壊した個人住宅の再建工事に伴うものである。

調査は、残土置場の確保のため、南半部と北半部に2回に分けて実施した。

現地表高は11.4m前後である。

現地表面以下の土層は、以下のとおりである。

①瓦礫混じり砂質土 (現代整地土)

②黒灰色粘性砂質土 (耕土)

③黄灰色粘性砂質土 (床土)

④黒褐色粘質土 (弥生時代末頃の土器を多く含む)

⑤暗褐色粘質土 (弥生時代末頃から平安時代末期の遺構面)

⑥暗褐色混礫粘質土 (土器はほとんど含まない)

⑦暗褐色粘質土 (弥生時代中期から後期の土器含む)

③褐色粘質土 (弥生時代中期から後期の遺構面)

③黄褐色混じり灰褐色シルト (縄文晩期終わり頃の土器を含む)

⑩暗灰褐色シルト (南端で確認された流路状の落ち込み、縄文時代晩期から弥生時代前期

頃の土器を含む)

①黄灰色砂質シルト～極細砂 (縄文時代晩期から弥生時代前期頃の遺構面)

現地表面から④層上面までは50～ 60cm、 ①層上面までは約1.2m程度の深さがある。

今回の調査では、 3面の遺構面を確認した。

弥生時代末頃と平安時代末期の遺構を同一面で確認した。

調査区北半部で、何れも北東から南西方向に流れる弥生時代末頃の溝を2条検出した。

また、調査区中央部で北西から南東方向に一列に並ぶ平安時代末期の柱穴4基を確認した。
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22.長田南遺跡 第 2次調査

S D101  検出長約 3m、 幅約 1～ 1.lm、 深さ約15cmを測る。

S D102  検出長約3.2m、 幅約40cm、 深さ約20cmで、建物の基礎によって一部が破壊されている。

ともに断面形が浅い皿形を呈し、弥生時代末頃の土器が出上している。

S P101～  柱穴は、1.9～ 2mの間隔で一列に並んでおり、柵列または掘立柱建物の柱穴である可

104 能性が高い。平安時代末期の上器が出上した。

第 2遺構面  弥生時代中期から後期の遺構面と考えられる。

fig.185 北半部第 1遺構面全景 fig,186 北半部第 2遺構面全景

fig.187

南半部第 3遺構面

全景
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第 3遺構面

検出遺構

S D301

3.ま と め

第1遺構面
縄

第3遺構

移
縄

ピットを13基確認した。何れも直径20cm、 深さ20cm程度のものである。調査範囲内では、

柵列や掘立柱建物としてのまとまりは確認できなかった。ピットからは、ほとんど遺物が

出土しないため性格な時期は判らないが、弥生時代中期から後期の土器含む層を除去した

段階で検出したことから、ほぼ当該時期の遺構であると判断される。

縄文時代晩期から弥生時代前期頃の遺構面と考えられる。南半部で、流路状の落ち込み

を 1条検出した。

東・西側がともに調査区外に延びるが、調査区内で最大幅約2.7m、 深さ約30cmを測る。

埋土はシルトであり、流速の緩やかな湿地状を呈していたことが判る。縄文時代晩期から

弥生時代前期頃の土器が出土している。

今回の調査では、 3面の遺構面を確認した。これまでの周辺の調査でも縄文時代晩期か

ら中世の遺構・遺物を検出しており、今回の調査成果と概ね対応するものと判断される。

/メメ

穐

0                    5m

fig.188 第 1～ 3遺構面平面図
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23.長田南遺跡 第3次調査

遺跡 第 3次調査

1.は じめに   長田南遺跡は中央部を流れる新湊川 (旧苅藻川)の東岸の沖積地に立地しており、縄文

時代から中世の複合遺跡である。

今回の調査は、店舗の建設工事に伴うものである。

周辺におけるこれまでの調査では、弥生時代中期後半から庄内期の竪穴住居や縄文時代

晩期の流路などを確認している。

fig。 189

調査地位置図

1 :2,500

2.調査の概要 現地表下の土層は、盛土 (厚 さ40cm)の下層約50cmで遺物包含層 (厚さ10cm)があり、

弥生時代の遺物を含む。その下層の灰褐色シルト上面で弥生時代後期の遺構を検出した。

これを第 1遺構面とする。この下面には流路が存在しており、縄文時代晩期から弥生時代

前期にかけての上器が出土している。

弗
南

た
田

が
長３２

fig。 190

調査区西壁断面図

盛土
責灰色シル ト混細砂
灰色シル ト (旧耕土)

灰掲色組砂混シル ト
暗灰色ンル ト
暗黒褐色シル ト (粗砂含む・V様式の土器含む)

黒灰色シル ト
灰掲色シル ト
暗灰色シル ト
黒灰色シル ト混砂礫
灰色砂礫
黄灰色シル ト

o                    2m
|
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3,

第 1遺構面

検出遺構

ま と め

浅い落ち込み状の土坑を3基 と溝を2条検出した。時期は何れも弥生時代後期に属する

ものと考えられるが、中世段階の水田によって削平を受けており、何れも性格は不明である。

周辺地の調査成果と同様に、弥生時代後期の遺構を検出した。しかし、削平を受けてい

るため、調査地付近で住居址等の遺構が希薄になっていくかどうかなどの、集落内部にお

ける当調査地の位置づけなどについては不明である。

0                3m

fi9 193 調査区東部全景

fi9 191

調査区平面図

fig,192 調査区西部全景
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み くら

24.御 蔵 遺

24.御蔵遺跡 第17次 -1～ 6調査

跡 第 17次 -1～ 6調査

御蔵遺跡は、震災後実施している区画整理事業に伴う発掘調査で飛躍的に解明されてき

た遺跡である。苅藻川左岸の沖積地に広がるこの遺跡は、庄内期、奈良時代・平安時代、

中世の最大 3面が確認されている。

庄内期においては、生活面としてあまり安定していなかったようで、土器が集中して出

土する範囲があるものの、遺構としてはあまり明確ではない地点が多く、河道・溝等が検

出されている。奈良時代は、方形で大型の掘形をもつ柱穴から構成される掘立柱建物を数

棟検出し、瓦等の出土を確認している。特に、第 3次調査においては棟方向を―にする総

柱の建物を検出していることから、倉庫の可能性も考えられている。平安時代は、人骨が

残存していた木棺墓を数基検出し、須恵器・土師器が棺内外より出土している。

今回、御蔵遺跡内の東部分にあたる御菅東地区において、区画整理事業に伴う区画街路

建設に先立って発掘調査を実施した。今回の一連の調査については、既に平成12年度に、

『御蔵遺跡 第17・ 38次発掘調査報告書』を刊行しており、本年報では、調査の概要を示

すに止める。よって、調査の詳細な内容については、報告書を参照されたい。

1. はじbに

熟〕け́
／鶴

fig,194

調査地位置図

1 : 2′ 500

r番 町頚洞吸日

熙_彦

百霊影通響〔丁恥
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う
と 調査の概要

17次 -1

17次 -2

17次 -3

17次 -4

17次 -5

17次 -6

3.ま と め

fig.195

第17次-1・ 2

調査区平面図

飛鳥時代頃の掘立柱建物 1棟、土坑 1基、溝状遺構 2条、ピット3基、中世頃の溝状遺

構 1条等を検出した。

飛鳥時代の掘立柱建物を2棟を検出している。

工事影響深度の関係で、一部については遺構面よりも浅い深度までで調査を終了した力＼

調査区の西半分が深さ約50cmで 浅く落ち込んでいる状況を確認した。他に顕者な遺構は検

出していないが、遺構面自体が削平されている可能性が高い。落ち込みからは土師器・須

恵器が少量出土しており、おそらく奈良時代と考えられる。

奈良時代の土坑 2基、清 3条、ピット9基、落ち込み1ケ所を検出した。

奈良時代の溝 4条、ピット1基、落ち込み1ケ所を検出した。

奈良時代の土坑 1基、溝 3条、ピット5基を検出した。

以上のように、今回御菅東地区区画整理事業地内で実施した調査では、飛鳥時代から平

安時代の掘立柱建物などの遺構を検出した。同様な時期の掘立柱建物は、御菅西地区でも

多く確認している。当該時期の掘立柱建物の柱穴は大型の掘形をもつものであり、一般集

落の建物と捉えるよりは、宮衛的な性格の強いものと捉える方が妥当と考えられる。柱穴

からは少量の土器の細片しか出土しないことが多く、建物の厳密な意味での同時性など、

困難な問題もあるが、詳細については報告書を参照されたい。

＼/ ＼/

第17次‐3調査区

第17次 -2調査区

Om

狭

叉Ю
ｐ
謙
鵜

＠
践

　

⑬

＼

ダ
第17次‐1調査区
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25。 御蔵遺跡 第31次 -1・ 2調査

み くら

25.御 蔵 遺 跡 第 31次 -1・ 2調査

1.は じめに   御蔵遺跡は、六甲山南麓の沖積地に立地しており、苅藻川左岸に位置する。

調査地周辺は震災の被害が著しかった地区であり、その復興事業として区画整理事業が

施行され、復興共同住宅建設、街路工事、個人住宅建設等に伴う調査を実施してきている。

今回の調査は、震災復興御菅地区土地区画整理事業に伴う国道28号線拡幅事業に先立っ

て実施したものである。調査は2回に分けて実施した。

涎ぺ＼、＼単 多
(へ馬
む＼＼

＼`C
②´/′ Cハぐ＼＼6.9/S入 ,ヽてく

シ◇入  /ヽちべ憶＼く`
さ、＼

fig.196

調査地位置図

1 :2′ 500

2.調査の概要

基本層序

彦多黎さ哲簡導′て下ど

31次 -1

検出遺構

ピット

出土遺物

31次-2

北半部

ピット

第31次 -1調査と第31次-2調査では、基本層序に若子の違いがあるが、ここでは、第

31次 -1調査の層位をもって基本層序として示す。

現地表面以下の土層は、現代盛土および旧耕土、黄褐色砂泥、褐灰色砂泥 (奈良時代か

ら中世)、 暗褐色砂泥 (奈良時代遺物包含層)、 灰褐色泥砂 (遺構面基盤層)と なる。以

下の層は砂層の堆積層であった。

現地表は標高約5,lmで、遺構面は標高約4.4mで検出した。遺構面はほぼ水平である。

北半部は建物基礎などの攪乱が遺構面以下まで及んでおり、遺物包含層・遺構面は残存

していない。南半部は攪乱の影響がほとんどなく、比較的良好に遺構面を保っている。

検出した遺構は、土坑、ピット、落ち込みなどである。

ピットは、平面形が円形のものと方形のものが存在する。円形のピットは径30cm程度、

方形のピットは概ね50× 30cm程度、深さは10cm未満と浅い。周辺調査地で検出した掘立柱

建物の軸方向に整合するピット列も存在するが、建物としての確認には至らなかった。

遺物包含層や遺構から飛鳥時代から奈良時代、平安時代の小片の遺物が出土している。

検出した遺構面の標高は、4.5m前後である。

遺構面が損なわれた部分が多く、ピット2基 と溝状遺構が 1条検出したに止まる。

直径30cm、 深さ10cmの浅いもので、 2基 とも遺物は出土しなかった。

百
/写/通翌ヨ

`丁

E秒
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溝状遺構 遺構面の残存する北端部で、南肩部分を検出した。溝状の遺構と考えられるが、大半が

攪乱によって失われており、詳細は不明である。少量の上師器・須恵器が出土した。

ほぼ全面に遺構面が残存し、ピット12基 と落ち込み状遺構4ケ所を検出した。

概ね直径40～60cm、 深さ20～40cmで ある。 P4・ 6・ 8は柱痕を検出し、一直線上に並

ぶため建物の一部と考えられる。他にP7・ 12に も柱痕がみられる。

落ち込み  概ね深さ10～ 20cm程の深さで、規模等は調査区外へ延びるため不明である。S X01と S

X03の上面検出中にそれぞれ馬歯と猪歯と思われる動物の歯が出土している。

3。 ま と め  今回の調査では、飛鳥時代から平安時代の土坑、ピットなどの遺構を検出した。攪乱を

大きく受けており、今回得られた資料は断片的なものといえるが、掘立柱建物の一部と考

えられるピットも検出している。周辺の調査では、南北棟の掘立柱建物がみられ、また、

御菅西地区で実施した第 3次調査でも、奈良時代の掘立柱建物群を検出している。第 3次

調査地から国道28号線を挟んだ区域に一定の集落がみられるようである。

掘立柱建物の方位は現在の町割りとは異なり、真北方向に近い。現在の町割りやこれに

基づく条里地割りとの関係、条里地割りの可否や成立の時期などは今後の課題である。

ノ

南半部

ピット

業

腿／
次を弔

第31次 -2調査区

9            1            110m

fig,197 調査区平面図

IP猪 ぬ

figコ 98 第31次 -2調査区南半全景
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26.御蔵遺跡 第21・ 28・ 30・ 32・ 35次調査

跡 第 21・ 28・ 30・ 32・ 35次調査

御蔵遺跡は、六甲山系南麓の沖積地上に立地し、明治時代に付け替えられた新湊川と合

流する苅藻川の左岸に位置する。今回の調査地は、西側に国道28号線が通り、平成 7年の

阪神・淡路大震災前までは、住宅、商店、町工場、ビル等が混在する地域であった。

また、この周辺は震災の被害の著しかった地区であり、その復興事業として区画整理事

業が施工され、復興共同住宅建設、街路工事、住宅の建て替え等に伴う発掘調査を相い次

いで実施している。

今回御菅東地区内において、個人住宅建設等に伴って調査を実施した。以下、その一連

の調査の概要である。

＼よ浄 ｀

1. はじめに

fig。 199

調査地位置図

1 : 2,500

fig。 200

調査地近景
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第 21次 調 査

1.調査の概要

基本層序

検出遺構

S B01

今回の調査は、震災で焼失した御蔵特定郵便局再建工事に伴うものである。

現地表高は5.lm前後である。調査範囲を任意に北・南・東区に地区分けを行った。

表土・整地土層の下層に耕土 (黒灰色粘性砂質土)、 床土 (黄褐色粘性砂質土)、 中世頃

の耕土と考えられる褐色混じり暗灰色粘性砂質上の堆積層があり、その下に飛鳥時代から

奈良時代の土器を含む黒色～黒褐色粘質上が約10cmの厚さで堆積する。その層を除去した、

黄褐色小礫混じり粘質土上面で、遺構を検出した。

南区東半部～東区にかけては、黒褐色～暗褐色粘質土が堆積する。

代末から古墳時代初頭の上器を極くわずかに含んでいる。

弥生時

現地表面から遺物包含層である黒色～黒褐色粘質土までは約70cmの 深さがある。遺構面

の標高は4.1～4,4mである。

なお、北区の大半は震災以前の建物基礎工事によって、深く掘削されており、遺構面基

盤層である黄褐色小礫混じり粘質土は、島状に残るだけであった。

南区で、掘立柱建物 1棟、溝、ピット1基を検出した。

梁行 2間 (3.4m)、 桁行 3間 (5,3m)以上の規模をもつ掘立柱建物で、柱掘形が方形

または隅円方形の柱穴から構成される。北側を建物基礎工事によって削平されているため、

正確な建物規模は不明である。柱間の距離は、梁行方向は1,7m等間隔であるのに対して、

桁行方向は、1.7～2.5mの不等間である。建物方位は、 N20° ～22° Wである。

側柱で構成された建物であるため、土間の建物、倉庫と考えられる。

柱掘形からは遺物がほとんど出土しないため、建物の正確な時期は不明であるが、遺物

包含層と掘形内出上の細片の土器から、およそ飛鳥時代から奈良時代の時期に納まるもの

と判断される。なお、東南隅の柱穴から鉄滓 (椀型滓)が 1点出上した。

fig.202 S B01

fig。 201 S B01平面図
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26.御蔵遺跡 第21・ 28。 30。 32・ 35次調査

S D01   長さ約 7m、 幅約30cm、 深さ約15cmの溝で、枝状の小溝 (S D02、 03)を伴う。 S B01

の屋内を通るが、その両者の前後関係については不明である。また、性格も不明である。

S P01   南区の南西端で検出した円形のピットである。調査範囲の西側に延びる掘立柱建物の柱

穴である可育留l■が考えられる。

断ち割り  遺構の調査完了後、南区南西隅と東区で、下層の状況を確認するため試掘坑を設定 して

調査したが、細砂、シルト層が連続し、遺構・遺物は発見できなかった。

湿地状地形 S B01の東側では、遺構検出面である黄褐色小礫混じり粘質土は東に徐々に下がってゆ

き、その上に黒褐色～暗褐色粘質上が厚く堆積する。その層の下位には、弥生時代末から

古墳時代初頭の上器を極くわずかに含んでいる。この部分は、調査時でも常に水が滲みだ

してくる場所であり、当時も水はけの悪い湿地状地形であったと推測される。

3。 ま と め  今回の調査では、飛鳥時代から奈良時代の掘立柱建物 1棟とピットなどを検出した。第

3次調査では当該時期の建物群を発見しており、それらの建物群の性格は未だ判然としな

いが、今回発見された建物は、その建物群の一部を構成するものと判断される。ただし、

すぐ東側は、湿地状の地形が広がっていることが判明している。これまでの調査成果から

考えると、苅藻川に沿って形成された南北方向の細長い微高地上に掘立柱建物群が並び、

微高地から外れると、後背湿地が広がるという地形が明らかになってくる。今回の調査地

は、まさに微高地から後背湿地に移行していく部分であり、飛鳥時代から奈良時代の遺跡

の東端は、およそこの部分で捉えられるのではないかと判断される。

決

fig。 203

調査区平面図
9          ,         lρ m
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第 28次 調 査

1.調査の概要  今回の調査地は、これまでの調査で奈良時代の掘立柱建物の検出されている地点に隣接

しており、調査前は同様な建物の検出が予想された。

今回の調査区内では暗黒褐色シルトが認められたほか、その上層などに部分的に灰褐色

砂混シルト (中世遺物包含層)が存在する。

今回の調査においては、断面にてピット、溝などを検出した。

第 1遺構面  灰褐色砂混シルトの上面で検出した遺構面である。遺構としては溝 1条を検出した。時

期としては、平安時代から鎌倉時代にかけてのものを、同一面で検出している。

第 2遺構面  灰褐色砂混シルト層を掘り下げた段階で、下面の暗黒褐色シルト上面で検出した遺構面

である。攪乱が激しく、ほとんど遺構を確認することはできなかった。

2。 ま と め  今回の調査地の南側において実施した調査では大型の柱掘形をもつ掘立柱建物を検出し

ているが、今回の調査では掘立柱建物は検出していない。

なお、第 1遺構面で検出した鋤溝は、現在の地割方向とはほぼ一致しており、御蔵遺跡

のかなり広い範囲で確認されていることから、この地域での地割方向の決定が少なくとも

奈良時代までは遡らず、12世紀から13世紀の間に行われたものと考えられる。

1 耕土
2 床土
3 明褐色混細砂
4 灰色細砂混シル ト
5 暗褐色シル ト
6 黄灰色細砂混シル ト

fig,204

調査区平・断面図
0                2m
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第 30次 調 査

1.調査の概要

基本層序

検出遺構

S K01

S K02

S K03

S K04

S K05

S P01

S P02

S P05

S P07

S X01

現地表面以下の上層は、上層より、表土・整地層、灰色粘性砂質土 (耕土)、 黄褐色粘

性砂質土 (床土)、 灰黄褐色粘性砂質土 (中世頃の耕土)、 黒褐色粘性砂質土 (遺物包含

層)、 黄灰色粘性砂質土 (遺構面基盤層)である。

遺構面は、西半はほぼ水平であるが、中央以東は東に向かって緩やかに下がる。現地表

は標高約5,lmで あり、遺構面は標高約4.4mで検出する。

調査区の北半は、建物基礎などにより大きく攪乱を受け、遺物包含層・遺構面はほとん

ど残存していなかった。

検出した遺構は、溝、土坑、ピットなどである。

1.3m× o,95mの長方形を呈する土坑である。深さは12cmで、断面は台形を呈する。南

辺側には小さな段をもつ。遺物は須恵器郭や須恵器鉢片が出土している。

北半は攪乱のため不明であるが、短辺約 lmの楕円形と考えられる土坑で、平安時代初

頭と考えられる須恵器が出土している。

1.8m Xl.2mの楕円形の土坑で、須恵器・土師器などが出土している。

1.4m× 1.Omの卵形の土坑で、底面は凹凸が著しい。埋土に炭をわずかに含む。飛鳥時

代から奈良時代と考えられる須恵器邦蓋や、須恵器甕、土師器甕などが出土している。

幅60cm、 深さ22cmで、東側は調査区外に延びる。底面で柱痕状の落ち込みを検出した。

柱穴の掘形であった可能性が高い。土師器の小片が出土している。

直径30cm、 深さ25cmで、柱痕が認められる。土師器と須恵器の小片が出土している。

直径35cm、 深さ40cmで、土師器や須恵器が出土している。

直径60cm、 深さ28cmで、東寄りに柱痕が認められる。土師器小片が出土している。

40cm× 33clllの楕円形で、深さ30cmで ある。土師器小片が出土している。

北半は攪乱のため不明であるが、径 3mほ どの円形を呈すると考えられる落ち込みで、

深さは20cmである。奈良時代と思われる須恵器や土師器などのほか、瓦片も出土している。

26.御蔵遺跡 第21・ 28,30・ 32・ 35次調査

0               3m刊 表土・撹乱
2 灰色粘性砂質土 (耕土)

3 明黄褐色粘性砂質土 (床土)

4 にぶい黄褐色砂質土
5 黄褐色粘性砂質土
6 灰黄褐色砂質土
7 灰黄褐色粘性細砂質土
8 黄褐色粘性砂質土
9 黒褐色粘性砂質土
10 黒褐色粘質土
11 黒掲色粘性砂質土
12 黒褐色粘質土
13 黄灰色粘性砂質土
14 暗灰黄色粘性シル ト質土

fig.205 調査区南壁断面図
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2.ま  と め  今回の調査では、飛鳥時代から平安時代の溝、土坑、柱穴などを検出した。

柱穴は、調査区の制約のため掘立柱建物としてのまとまりは不明確であるが、 S P050

07は柱穴間距離が1.8mで底面レベルが等しく、掘立柱建物を構成する可能性が考えられ、

その場合主軸方位は第21次調査のS B01と合致する。また、 S P02・ 06についても柱穴間

距離が1.8mで底レベルが等しく、掘立柱建物の一部である可能性が高い。

これらの柱穴は、他の調査地点の掘立柱建物を構成する柱穴の掘形に比べて、小さく平

面形も円形である。掘立柱建物として捉える場合、機能・規模に差異があった可能性が考

えられる。そのほか詳細については不明な点も多いが、今後さらに検討を加えたい。

／
／

＼

/＼ /

fig.206

調査区平面図

fig.207

調査区全景
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26.御蔵遺跡 第21・ 28。 30。 32・ 35次調査

第 32次 調 査

1.調査の概要

基本層序

検出遺構

S B01

S B02

落ち込み

fig.208

調査区平面図

表土・攪乱の下層に旧耕土、旧床土が存在し、中世の耕土と思われる黄褐色砂質土、暗

灰黄色砂質土、オリーブ褐色粘性砂質上が堆積する。その下層は黄灰色粘質土、褐灰色粘

性砂質土 (粗砂混じり)が薄く堆積しており、遺物包含層である黒褐色粘質土となる。 こ

の層を除去した黄灰色粘性砂質土上面が遺構面である。

遺構面は、東側へごく緩やかに下がる。現地表面は標高約 5mであり、遺構面は標高約

4.2mで検出する。

掘立柱建物、土坑、ピット、溝などの遺構を検出した。

調査区西端に位置する掘立柱建物で、調査区内では桁行 2間以上、梁行 1間以上を検出

した。柱間距離は桁行方向が2.3～2.5m、 梁行方向が1,7mで、柱穴は50cm程度の隅円方

形～楕円形の柱掘形をもつ。S P04は深さ15cmと浅いが、他の柱穴は深さ30cmである。何

れも柱痕を確認した。建物方位はN25° Wである。 S P02・ 03か ら土師器が出土した。

調査区東端に位置する掘立柱建物で、桁行 2間以上、梁行 1間以上を検出した。柱間距

離は桁行方向が2.2m、 梁行方向が1.7mで ある。柱穴は直径50cmの 円形の掘形をもち、深

さは40～ 55cmで ある。建物方位はN34° Wで、S B01と は異なる。 S P09・ 11・ 12か ら土

師器、S P10か らは須恵器、土師器、S K01か らは土師器が出土した。

調査区東側で検出した。 S X01・ 02と も方形を呈するようであり、深さはS X01が数clll、

S X02は 20cmである。S X02の底面は凹凸が著しい。遺物はS X01か らは土師器、 S X02

からは土師器、須恵器が出土している。

S B02は これらの落ち込みが埋没してから後に建てられている。
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2。 ま と め  今回の調査では、飛鳥時代から平安時代の掘立柱建物、溝、柱穴などを検出した。

S B01は 周辺地の調査結果と合わせて検討すると、桁行 3間以上、梁行 2間 (3.5m)

で、側柱で構成された掘立柱建物と判明した。

S B02は 、東側は調査区外のため不明であるが、総柱の建物と考えられる。

第21次調査では東側に湿地状の地形を確認しているが、今回の調査結果から、これらの

掘立柱建物など当該期の遺構が存在する微高地は、若干東側へ張り出していたようである。

以上のような調査結果を得たが、出土遺物の検討が不十分なため、詳細な時期決定は困

難である。飛鳥時代から平安時代の建物配置や性格、微地形などについても、周辺での調

査によってより明らかになるものと考えられる。

む，
喚

fig。 209

S B01平・断面図

fig,210

調査区全景
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26.御蔵遺跡 第21・ 28,30・ 32・ 35次調査

第 35次 調 査

1.調査の概要

基本層序

検出遺構

S D01

S D02

S X01

現地表面以下の上層は、現代盛土及び旧耕上の下層に、黄褐色系の砂泥層が 3層 (北壁

では2層観察される)が存在し、これらを除去した段階で遺構面を検出した。砂泥層から

は少量の中世の上師器・須恵器が出土した。遺物包含層と考えられる層は存在しないよう

である。また遺構面基盤層も洪水による堆積層によって形成されている。遺構面の標高は

4.5m前後である。

溝状遺構、落ち込み状遺構、柱穴を検出した。

調査区西半部で検出した北西から南東方向に直線的に流れる溝状遺構で、幅45cm、 深さ

20clllを測る。中央部での断面形状は逆台形状で、水の流れたような痕跡はなく一時期に埋

まったと考えられる。断面形状と直線的な点から人為的に掘削された溝と考えられる。

調査区北西隅で検出した溝状遺構で、幅1.2m、 深さ30～ 60cmを測る。 S X02を 切る状

態で検出した。微量の土師器が出土している。またS D02の東肩部付近で、直径15cm、 深

さ10clllと 直径20cm、 深さ20clllの 小規模なピットを検出した。

調査区南西隅では検出した深さ10cmの落ち込み状遺構で、底面には幅40cm、 深さ10cmの

溝状に凹む部分が検出された。微量の土師器が出土している。

磁 瑚    /＼ ガ

o                    5m

fig。 211 調査区平面図
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S X02

S D03

3。 ま と め

fig.212

調査区全景

調査区北半部で検出した、最大幅7.2m、 深さ20～ 40clllの落ち込み状遺構である。28ゼ

入コンテナに2箱程度の遺物が出土した。埋土は大きく3層に分かれ、ほとんどの遺物は

上層の灰色混礫泥砂層から出土している。遺物は土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦のほか北

端部でサヌカイト製石鏃 1点が出土した。大きな落ち込み状遺構で、小礫や多くの上器が

混じることから整地のような行為も考えられるが、遺構の性格は不明である。

S X02の東側で柱穴を2基検出した。P2は調査外に延びるが、Plと P2は連続し、

南東部にひろがる掘立柱建物の一部と考えられる。Plは一辺60～70cm、 深さ30cmの方形

の掘形をもち、直径20cmの 柱痕が観察された。

調査区南半部では、幅約 3mの溝状に観察される黄褐色の粗砂層の堆積層がみられた。

断ち割り調査を実施した結果、南・北側に立ち上がるような溝状の堆積は認められず、砂

が滞留した洪水砂の末端部分と思われる。古墳時代前期頃の微量の土師器が出土した。

調査地の国道28号線を挟んで西側の調査では、奈良時代の掘立柱建物群が検出されてい

る。また調査地の南側の調査でも、同時期の掘立柱建物が検出されている。反対に調査地

の西北側では掘立柱建物の広がりが見られない。このような周辺の調査状況と当調査区で

検出された遺構などから遺跡の北東端にあたるのではないかと予想される。

遺跡の時期は出土遺物から、奈良時代後半から平安時代前半頃と考えられる。

また遺構面を形成する堆積土の出土遺物などから、周辺で検出されている弥生時代や古

墳時代の集落が幾度も洪水に襲われた結果が現れているようである。
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27.御蔵遺跡 第14次 -1～ 23調 査

跡 第 14次-1～ 23調査

1.は じめに   御蔵遺跡は、苅藻川左岸の自然堤防及びその後背湿地に立地する、縄文時代から中世に

わたる複合遺跡である。

御蔵遺跡の所在する長田区御蔵通周辺は、平成 7年の阪神・淡路大震災の被害を激しく

受けた地区であるが、その後復興事業計画のなかで区画整理事業が実施されるにあたり、

事業に先立ち、区画街路部分や個人住宅建設部分について発掘調査を実施してきている。

これまでの調査では各時期の遺構・遺物が確認されているが、特に、大型掘形の柱穴に

よって構成される飛鳥時代から平安時代にかけての掘立柱建物群は、当遺跡の官衛的な特

徴をよく示すものとして注目される。

今回御蔵遺跡西半部において、御菅西地区土地区画整理事業に伴って、区画街路部分の

調査を実施した。以下にその概要を示すが、今回の一連の調査については、既に平成12年

度に『御蔵遺跡 第 4・ 6・ 14・ 32次発掘調査報告書』を刊行しているので、調査の詳細

な内容については、報告書を参照されたい。

N
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27.御 蔵 遺

券fig.213

調査地位置図
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2. 調査の概要

14次 -1

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -2

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -3

14次 -4

14次 -5

14次 -6

14次 -7

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -3

第 1遺構面

2面の遺構面を確認した。

現地表面下約70～ 80cmで検出した奈良時代の遺構面で、溝 3条とピットを検出した。

庄内式期と考えられる遺構面で、溝 5条、ピット6基、落ち込み 1ケ 所を検出した。

2面の遺構面を確認した。

現地表面下約65cmで検出した、奈良時代から平安時代と考えられる遺構面で、清10条、

ピット2基を検出した。溝は検出状況から、鋤溝と考えられる。

庄内式期と考えられる遺構面で、溝 1条、土坑 2基、ピット6基を検出した。

庄内式期の遺構面を確認したが、奈良時代から平安時代の遺構面は遺存していない。

現地表面下約85cm～ 1.3mで、溝 1条を検出した。遺構面の上層の庄内式期の遺物包含

層からは、多量の上器が出土している。

現地表下約1.5mで、水田層の可能性が考えられる黒褐色土層を検出したが、畦畔は確

認されなかった。そのほかにも遺構は確認されず、他の調査区とは違う様相を示している。

調査対象地内に2× 2mの試掘坑を2ケ所設定し、土層の堆積状況及び埋蔵文化財の広

がりについて確認した。下層で14次 -4調査区と同様な洪水砂層や湿地性土壌を確認 した

が、明確な遺構の検出に至らず、この試掘結果をもって調査を終了した。

隣接する14次 -4調査区と同様な土層の堆積状況を確認し、同調査結果と同様に明確な

遺構面は確認していない。

2面の遺構面を確認した。

現地表下約75cmで検出した奈良時代と考えられる遺構面で、溝 1条、土坑 1基、ピット

21基 を検出した。ピットのうち4基については、検出状況から、掘立柱建物を構成する柱

穴である可能性が高い。

庄内式期と考えられる遺構面で、溝 2条、土坑 1基、ピットを検出した。

2面の遺構面を確認した。

奈良時代末から平安時代初頭と考えられる遺構面で、井戸、掘立柱建物などを検出した。

fig.215 第14次 -2調査区全景
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fi g。 214 第14次 -2調査区平面図



第 2遺構面

14次-9

14次 -10

第 1遺構面

第 2遺構面

第 3遺構面

14次 -11

14次 -12

第 1遺構面

27.御蔵遺跡 第14次 -1～ 23調査

溝 3条、土坑 1基、ピット5基を検出した。出土遺物が小片のため詳細な時期について

は明確ではないが、奈良時代あるいはそれ以前の遺構面と考えられる。

現地表下約60～ 70cmで検出した奈良時代から平安時代と考えられる遺構面で、ピット、

溝、落ち込み、井戸などの遺構を検出した。

3面の遺構面を確認した。ただし東西方向に延びる調査区は工事の影響深度を越えるた

め、第 2遺構面までの調査となっている。

中世前期の遺構面と考えられる。流路 1条を検出した。

平安時代の遺構面と考えられる。井戸のほか、ピットを多数検出している。

奈良時代から平安時代の遺構面と考えられる。調査区南半で多数のピットを検出した。

奈良時代から平安時代の遺物包含層である灰色シルトから須恵器片が出土しているが、

それ以下の層は調査を行っていないため、遺構は検出していない。

3面の遺構面を確認したが、調査区の北側 1/3では第 1遺構面基盤層の暗灰色砂質シ

ルトが無く、第 1・ 第 2遺構面が同一面で検出され、また南側 2/3で は第 2遺構面基盤

層の淡暗灰色シルト質細砂が存在せず、第 2・ 3遺構面が同一面で検出された。

中世の遺構面と考えられる。溝 2条、土坑 1基、ピット4基を検出した。

fig.217 第14次 -12調査区全景

0                               10m
i

fig。 216 第14次 -12調査区平面図
fig。 218 第14次 -12調査区掘立柱建物
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14次 -13

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -14

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -15

fig.219

第 14次 -22調査区

平面図

fig.220

第14次 -22調査区

掘立柱建物

第 2遺構面  奈良時代から平安時代初頭の遺構面と考えられる。掘立柱建物 1棟、溝 8条、ピット数

第 3遺構面

基を検出した。

庄内式期の遺構面と考えられる。溝 1条、溝状の落ち込み 1条を検出した。

調査区南端では第 2遺構面で落ち込みと溝が検出しているが、先述したように調査区の

南半では第 2遺構面の基盤層が存在せず、これらの遺構はその埋土から第 3遺構面の時期

のものと考えられる。

2面の遺構面を確認した。

溝 3条、畦状の隆起 1ケ 所などを検出した。

庄内式期の遺構面と考えられる。溝 1条を検出した。

2面の遺構面を確認した。

調査区の大半が建物基礎による攪乱を受けており、一部のみに遺構面が残存していた。

中世の遺構面と考えられる。調査区西部で溝 1条を検出した。

南側を中心に確認した奈良時代の遺構面で、溝 3条、土坑 1基、ピット4基を検出した。

側溝設置部分の工事影響深度までの調査であったため、標高6.3mよ り下層については

調査を実施していない。影響深度内で遺構面を 1面確認し、時期不明の溝 1条を検出した。

ず

／

＼

0               5m

＼

/

0         3m

弩 ?ゝ
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Fig,221 第14次 -23調査区平面図



14次 -16

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -17

第 1遺構面

第 2遺構面

14次 -18

第 1遺構面

第 2遺構面

第 3遺構面

14次 -19

14次 -20

14次 -21

第 1遺構面

第 2遺構面

第 3遺構面

14次 -22

27.御蔵遺跡 第14次 -1～ 23調査

2面の遺構面を確認した。

奈良時代から平安時代の遺構面と考えられる。小規模な落ち込みを2基検出した。

庄内式期の水田面と考えられる。畦畔は決水による削平を受けていたが、 5畝の畦畔が

検出され、西端の水田面ではわずかに耕土が遺存していた。

2面の遺構面を確認した。

土坑 1基を検出した。遺構内の出土遺物から明確な時期を比定することは困難で、周辺

の調査結果などから判断すると、奈良時代の遺構面と考えられる。

第 1遺構面基盤層の下層で、黒褐色粘土を検出した。第14次 -4・ 6調査で検出した湿

地状土壌に相当すると考えることができるならば、庄内式期の水田層の可能性がある。

3面の遺構面を確認した。ただし、調査区の北半約 1/2は上層の流路によって削平さ

れているため、第 2遺構面以下は存在しない。

ピット12基、井戸 1基、流路 1条を検出した。流路の最終埋没時期は15世紀まで下るが、

他の遺構の時期は、平安時代末 (12世紀)と考えられる。

平安時代前期 (10世紀)の遺構面と考えられる。ピット16基、落ち込み1ケ所、溝 1条

が検出された。ピットのうちの4基は、一辺約50cmの方形掘形をもつ。

奈良時代 (8世紀)の遺構面と考えられる。ピット29基、落ち込み1ケ所、清 4条を検

出した。ピットのうちの 1基は、一辺約70cmの方形掘形をもつ。

奈良時代から平安時代の遺構面と考えられる。溝 3条を検出した。これらの溝には、牛

と人の足跡が多数残されていた。

1面の遺構面を確認した。

13世紀前半頃の遺構面と考えられる。溝を3条検出した。

3面の遺構面を確認した。

奈良時代から平安時代の遺構面と考えられる。ピット1基、溝 4条を検出した。

庄内式期の水田面と考えられる。畦畔 1条、溝 2条を検出した。

庄内式期の遺構面と考えられる。井戸 1基、ピット4基、溝 4条を検出した。

1面の遺構面を確認した。

fig.222 第14次 -23調 査区全景 fi9 223 第14次 -23調査区全景
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14次 -23

3。 ま と め

fig.224

御蔵遺跡遠景

古墳時代から中世の遺物を含む暗灰褐色土上面で、掘立柱建物 5棟、溝 4条、土坑 1基

ピット10数基を検出した。

1面の遺構面を確認した。

大型の掘形をもつものを含めて、柱穴を約90基検出したほか、土坑 1基、溝 2条、落ち

込み1ケ所を検出した。検出した遺構のうちの大半は、飛鳥時代から奈良時代のものと考

えられ、ほかに中世の掘立柱建物 1棟やピットがある。

今回の調査は、御蔵遺跡の西半部分にあたる御菅西地区ついて、広範囲にわたって トレ

ンチ状の調査を実施したものである。調査区の大半が長く細い形状であるため、例えば掘

立柱建物などの場合、 1棟の全体を同一調査区内で検出することは困難であり、断片的な

資料しか得られない場合も多い。しかし広範囲にわたって調査を実施することができたた

め、御菅西地区内における御蔵遺跡のおおよその全体像を把握することができたといえる。

御菅西地区の南東部分では、流路内あるいは洪水砂から縄文時代晩期や弥生時代中期の

遺物が出土している。これらの遺物は磨耗を受けており、北側に所在する別の遺跡から流

されてきたものと考えられ、御蔵遺跡内で当該時期の顕著な遺構は見られない。

当遺跡内で確実に集落が営まれるのは弥生時代末の庄内式期からであり、当該期の集落

の中心は御蔵遺跡の東半部分に存在し、中央部から西にかけては水田が営まれている。

その後古墳時代においては集落は途切れるが、飛鳥時代から奈良時代、平安時代の初頭に

かけて遺跡の南東部分を中心に掘立柱建物群が形成される。これらの掘立柱建物の中には

大型の柱穴を持つ総柱の建物もあり、倉庫群の可能性もある。

平安時代前期以降は遺跡西半で木棺墓群や井戸等を検出しており、集落の中心が西へと

移動したことが想定できる。

その後12世紀頃まで、当遺跡内で集落が営まれていたと考えられる。

遺跡中央部は全時期を通じ顕者な遺構が少なく、水田として利用されたと考えられる。
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跡 第 22次調査

1.は じめに   御蔵遺跡は長田区の中央部を流れる苅藻川の左岸の沖積地に立地する、縄文時代から中

世の複合遺跡である。

今回の調査は市営住宅建設工事に伴うもので、住宅に併設される駐輪場建設箇所及び、

住宅本体に取りつく埋設管敷設箇所において調査を実施した。なお、住宅建物本体箇所に

ついては第 3次調査を実施しており、古墳時代終末期から平安時代前期の掘立柱建物など

の遺構を数多く確認している。

み くら

28.御 蔵 遺

28.御蔵遺跡 第22次調査

調査はA～ F区に区分して進めた。A～ C区が駐輪場建設箇所、D～ F区が埋設管敷設

箇所にあたる。

現地表面以下の土層は、上層より現代盛土、旧耕土層、遺物包含層の順で、遺物包含層

の下層上面が遺構面にあたる。当調査において生活面として捉えられたのはこの面のみで

ある。遺構面の基盤層は砂混りの砂質土層で、現地表下40～ 60cmと 比較的浅い位置に存在

するため、沖積によって形成された微高地上にあたるものと考えられる。

掘立柱建物の一部と考えられる柱穴や溝、落ち込みなどが、密集した状況で検出された。

第 3次調査と同様に、大半が古墳時代終末期から平安時代前期に属するものと考えられる。

また、A・ B区の西半部に古墳時代初頭に属すると考えられる落ち込み状遺構が存在 して

おり、その埋土が後世 (古墳時代終末期以降)の遺構の基盤層となっている。

遺物は遺物包含層、遺構内から多く出土しており、古墳時代終末期から平安時代前期の

ものが多いが、古墳時代初頭の落ち込み状遺構からの出土も相当量みられる。遺物の大半

は土器類で、須恵器の郭や土師器の甕などの日常雑器類が多い。

fig.225

調査地位置図

1 : 2′ 500

2.調査の概要

基本層序

検出遺構

出土遺物
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